
伴野（友野）友彦 ・・・・・   P4 
小林　文素 ・・・・・・・・   P6 
木内　芳軒 ・・・・・・・・   P8 
比田井　弾右衛門 ・・・・・ P10 
北原　丈衛 ・・・・・・・・ P12 
市川　雄一郎 ・・・・・・・ P14 
井出　幸吉 ・・・・・・・・ P16 
ガブリエル・ディアス・・・ P18 

渡辺　静 ・・・・・・・・・P20 
佐々木　方子 ・・・・・・・P22 
もろさわ　ようこ ・・・・・P24 
原田　岸子 ・・・・・・・・P26 
井出　孫六 ・・・・・・・・P28 
山川　啓介 ・・・・・・・・P30 
土屋　竜一 ・・・・・・・・P32 

「佐久の先人 」 第四次選定 15 人の紹介

佐久の先人検討委員会・佐久市教育委員会

　先人の紹介文作成にあたっては、なるべくエピソードや写真を踏まえ、読みやすさを考慮しております。文献・資料
や寄せられた情報を基に、正確な記述となるよう心がけておりますが、万が一内容に事実誤認、問題等がございましたら、
文化振興課までご連絡ください。

令和８年10月
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　令和 7 年 3 月 9 日の新佐久市誕生 20 周年記念式典において、これまでの発展を振り返ると
同時に、新たに「第四次の先人」15 名を発表させていただきました。会場の皆様から寄せら
れた大きな拍手と温かい反響は、今なお深く胸に残っております。
　今回選定された先人たちの中には、直木賞作家の井出孫六氏や作詞家の山川啓介氏、女性史
を拓いたもろさわようこ氏、難病と闘い歌い続けた土屋竜一氏など、文芸や芸術、研究など多
彩な分野において、佐久の名を全国へ響かせてくれた方々が多く含まれています。
　先人の皆様が身を賭して遺して下さったメッセージは、私たちが、そして子々孫々に至るま
で佐久に暮らす人々が新たな一歩を踏み出すための偉大な力です。
　この広報別冊をもとに、市民の皆様からさらに多くのエピソードや貴重な情報を寄せていた
だき、令和 9 年度には皆様と共に作り上げた「佐久の先人（三）」の発刊を予定しております。
まずはこの広報別冊を通じて、子どもたちをはじめ多くの市民の皆様がふるさと佐久の歴史に
触れ、このまちに生きる誇りと喜びをさらに深くされることを切に願っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年 10 月　佐久市長　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栁田　 清二　　　　　　　

　新佐久市誕生 20 周年記念式典におきまして発表しました第四次佐久の先人 15 人の生涯と
足跡を、市民の皆様に広く知っていただくため、広報別冊を配布いたします。
　私は、平成 22 年 8 月から始まりました佐久の先人検討委員会に監修者として参画してまい
りましたが、第四次選定では佐久の先人検討委員会委員長・監修者として関わらせていただき
ました。
　第四次では、近年までご健在であった方々、市民の皆様に顔の見える、身近な先人を多く選
定いたしました。
　広報別冊では、23 回に及ぶ佐久の先人検討委員会での審議を経て執筆しました原稿を紹介
させていただきます。ただしこの原稿は、令和 9 年度に『佐久の先人（三）』を発刊するため
の「最初の原稿」です。皆様の元にあります先人の資料や写真、先人に関する思い出やエピソー
ドなど、どんなに小さな情報でも構いませんので、ぜひ多くの声をお寄せください。皆様から
寄せられました資料や情報をふまえ原稿を完成したいと考えております。よろしくお願いいた
します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年 10 月　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐久の先人検討委員会　委員長 ・監修者　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　純郎
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■事業の目的
　千曲川の流れとともに独自の伝統や文化を育んできた佐久の地。この長い歴史の中からは、世界の舞台
で活躍した人、地域の発展に尽力した人など、多くの先人が輩出されてきました。本事業は、先人たちが遺
した偉大な業績やふるさととのつながりを紹介し、後世に語り継ぐことで、市民の皆様が地元の新たな魅力
を再発見し、郷土への深い愛着と誇りを育むことを目的としています。
　平成 22 年度に始まった本事業は、これまで第一次から第三次において 53 人の先人を紹介してまいりま
した。新佐久市誕生 20 周年という大きな節目を記念し、令和 7 年 3 月 9 日に開催された記念式典におい
て新たな 15 人 を「第四次の先人」として選定いたしました。本紙は、 市民の 皆様から広く情報やご意見を
寄せていただき、それを踏まえて原稿をさらに充実させるため、 第四次の先人たちの原稿をご紹介するもの
です。

「佐久の先人 」 （第四次 選定）

伴野（友野）友彦 ・・・・・・ P ４ 
小林　文素 ・・・・・・・・・ P ６ 
木内　芳軒 ・・・・・・・・ ・P ８ 
比田井　弾右衛門 ・・・・・ P １０ 
北原　丈衛 ・・・・・・・・ P １２ 
市川　雄一郎 ・・・・・・・ P １４ 
井出　幸吉 ・・・・・・・・ P １６ 
ガブリエル・ディアス・・・ P １８ 
渡辺　静 ・・・・・・・・・P ２０ 
佐々木　方子 ・・・・・・・P ２２ 
もろさわ　ようこ ・・・・・P ２４ 
原田　岸子 ・・・・・・・・P ２６ 
井出　孫六 ・・・・・・・・P ２８ 
山川　啓介 ・・・・・・・・P ３０ 
土屋　竜一 ・・・・・・・・P ３２ 

【お読みいただいた市民の皆様へ】
　先人の紹介文作成にあたっては、なるべくエピソードや写真を踏まえ、読みやすさを考慮しており
ます。文献・資料や寄せられた情報を基に、正確な記述となるよう心がけておりますが、万が一内容
に事実誤認、問題等がございましたら、文化振興課までご連絡ください。
　また、貴重なエピソー ド、当時の資料（写真や日記など）がございましたら、 情報をお寄せください。
皆様からいただいた大切な声を反映して原稿をさらに精査・修正し、令和 9 年度に「 佐久の先人（三） 」
として発刊・販売する予定です。
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庶民の教育に尽くした江戸後期の心学者

伴
と も の

野 　友
ともひこ

彦
（1747 〜 1834）

　入澤村の神官の家に生まれ、詩歌や書に優れて
いた。京都で石門心学を修めた後、郷里に成章舎
を開き、佐久地域に心学を広めた。手習い師匠と
しても子女の教育や農民の指導育成に努め、門人
や寺子は 500 人にも及んだ。

●
大
宮
諏
訪
神
社
の
手
習
い
師
匠

　
伴
野
（
友
野
）
友
彦
は
、
一
七
四
七
（
延
享
４
）
年
入
澤

村
（
現
佐
久
市
入
澤
）
の
神
官
の
家
に
生
ま
れ
た
。
通
称

は
友
彦
、
直
治
。
佐さ

ど
の
か
み

渡
守
と

も
称
し
た
。
伴
野
家
が
代
々

神
官
を
務
め
た
大
宮
諏す

わ訪

神
社
は
、
一
三
七
六
（
永
和

２
）
年
の
銘
の
あ
る
鰐わ

に
ぐ
ち口
や

一
五
八
五
（
天
正
13
）
年
以

降
の
神し

ん
と
う
さ
い
き
ょ
じ
ょ
う

道
裁
許
状
（
神
職
の

許
可
証
）
も
あ
り
、
近
隣
の

一
〇
社
を
束
ね
る
村
社
で
あ
る
（『
南
佐
久
郡
の
古
文
書
金

石
文
』）。  

　
村
内
屈
指
の
有
識
者
で
詩
歌
や
書
に
優
れ
て
い
た
友
彦

は
、
神
官
の
傍か

た
わら
寺
子
屋
の
師
匠
で
も
あ
っ
た
。
寺
子
屋
の

学
習
は
文
字
の
読
み
書
き
が
中
心
で
、
手
習
い
を
通
じ
て

礼
儀
作
法
や
日
常
生
活
に
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。 

　
友
彦
は
、
南
北
佐
久
の
二
〇
〇
近
い
村
名
を
七
五
調
で

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
詠よ

み
こ
ん
だ
『
佐
久
郡
郷ご
う
づ
く
し
尽
』
を
作
っ
た
。

「
夫そ

れ
こ
こ爰
に
信
州
佐
久
郡
其そ
の

村
数
を
尋た
ず
ねん
と
、
ふ
み
出だ
す

足
ハ

軽
井
沢
」
と
始
ま
っ
て

千
曲
川
東
岸
の
村
々
を

南
に
進
み
、
最
上
流
の

梓
山
（
現
南
佐
久
郡
川

上
村
梓
山
）
で
折
り
返

し
、
千
曲
川
西
岸
に
沿
っ

て
「
…
是こ

れ
ニ
勝
間
よ
よ
ろ
こ
び
ハ 

杵き
ね
に
餅も
ち
つ
く搗
臼
田
村 

声
根

も
高
く
高
柳
の 
取
出
新
町
聞き
く
と
き時
ハ 

鍛
冶
屋
ニ
打う
つ
や
腰
の
物

…
」
と
、
布
引
（
現
小
諸
市
大
久
保
）
や
島
川
原
（
現
東

御
市
島
川
原
）
ま
で
、
繰
り
返
し
暗
唱
し
、
村
名
を
順
に

書
く
こ
と
で
地
理
も
覚
え
ら
れ
る
、
地
域
の
暮
ら
し
に
密

着
し
た
教
材
で
あ
る
。

●
心
学
の
興
隆
と
成
章
舎

　
京
都
の
町
人
石
田
梅ば

い
が
ん岩
が
一
七
二
九
（
享
保
14
）
年
に
創

始
し
た
心
学
は
、神
儒
仏
の
三
教
を
融
合
し
て
孝・忠・正
直・

倹
約
な
ど
の
徳
目
を
説
い
た
が
、
商
人
の
営
利
を
肯
定
し

て
女
性
の
聴
聞
も
拒

ま
な
か
っ
た
。
梅
岩
死

後
、
高
弟
の
手
島
堵と
あ
ん庵

は
、
精
神
修
養
に
力
点

を
お
い
て
心
学
の
布
教

と
統
制
に
専
念
。
経け

い
し
ょ書

や
道ど

う
わ話
を
聴
く
講こ
う
せ
き席
と

参
集
者
が
討
論
す
る
会か

い
ほ輔
、
心
身
を
落
ち
着
け
る
静せ
い
ざ座
な

ど
を
行
う
心
学
講
舎
を
各
地
に
建
て
、
教
化
対
象
者
に
合

う
教
材
も
作
っ
た
。
友
彦
も
京
都
に
出
て
堵
庵
門
下
で
学

ん
だ
。 

　
信
州
に
心
学
を
広
め
た
の
は
、
埴は
に
し
な科
郡
下
戸
倉
村
柏か
し
お尾

（
現
千
曲
市
戸
倉
）
の
糸
商
人
中
村
習し

ゅ
う
す
け
輔
で
、
一
七
八
六

（
天
明
６
）
年
、
恭き

ょ
う
あ
ん
し
ゃ

安
舎
を
設
立
し
て
教
化
活
動
を
し
た
。

「
恭
安
舎
社
友
記
弐
番
帳
」
に
よ
れ
ば
信
濃
国
の
社
友
は

三
九
六
八
人
、
そ
の
う
ち
佐
久
郡
は
七
五
か
村
八
九
七
人
、

う
ち
女
性
一
〇
四
人
（『
更
埴
市
史
』）。
な
か
に
は
「
入
澤

村 

伴 

佐
渡
守
」
と
友
彦
の
名
も
あ
る
。 

　
一
七
九
三
（
寛
政
５
）
年
、
佐
久
甲
州
街
道
宿
場
の
高
野

町
村
（
現
南
佐
久
郡
佐
久
穂
町
高
野
町
）
の
高
見
澤
監け

ん
も
つ物

宅
に
成せ

い
し
ょ
う
し
ゃ

章
舎
が
開
か
れ
た
。「
諸
国
舎
号
」
に
よ
れ
ば
信
濃

国
で
は
恭
安
舎
、
松
代
の
匡

き
ょ
う
じ
き直
舎
、
須
坂
の
教き
ょ
う
り
ん
し
ゃ

倫
舎
に
次

い
で
四
番
目
で
あ
る
。
高
見
澤
家
の
婿む

こ
で
も
あ
る
友
彦
が

成
章
舎
の
都と

こ
う講（
塾
頭
）を
務
め
た
。「
成
章
舎
出
席
着
到
表
」

に
は
３
月
に
二
〇
人
、
11
月
５
日
の
舎
号
開
き
に
は
三
五

人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
、
佐
久
に
は
江
戸
で

佐久の先人たち○ 54
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参さ
ん
ぜ
ん
し
ゃ

前
舎
を
開
い
た
中
沢
道ど
う
に二
や
植
松
自じ
け
ん謙
も
巡
講
に
訪
れ

て
い
た
。
寛
政
年
間
に
書
写
さ
れ
た
心
学
の
手
本
や
心
学

の
総
本
山
明め

い
り
ん
し
ゃ

倫
舎
三
世
舎
主
の
上
河
淇き
す
い水
（
愿げ
ん
ぞ
う蔵
）
か
ら

の
書
簡
も
残
さ
れ
て
お
り
、
友
彦
が
経
験
や
人
脈
を
生
か

し
て
都
講
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

●
入
澤
の
道
場
と
心
学
狂
歌

　
や
が
て
成
章
舎
は
入
澤
村
に
移
っ
た
。
一
八
〇
四
（
文
化

元
）
年
、
友
彦
は
、「
成
章
舎
と
い
う
舎
号
を
授
け
ら
れ
て

い
る
が
名
ば
か
り
な
の
で
、
こ
の
度
、
五
間
三
間
の
道
場
の

建
築
を
許
し
て
下
さ
れ
ば
、
村
の
若
者
た
ち
に
も
順
を
追
っ

て
心
学
を
教
え
た
い
」
と
、
名
主
ら
三
名
連
署
で
、
田
野
口

藩
役
所
へ
道
場
新
築
を
願
い
出
た
。
翌
年
、
新
築
祝
と
し

て
藩
主
の
筆
に
な
る
「
大た

い
せ
い聖
孔
子
像
掛
物
」
を
田
野
口
陣
屋

代
官
前
島
発ほ

っ
た多
か
ら
下か

し賜
さ
れ
て
い
る
。
道
場
に
昼
間
は

手
習
い
子
ら
が
通
い
、
夜
は
社
友
た
ち
が
集
ま
っ
て
心
学
の

学
び
を
深
め
た
。

　
友
彦
は
、
身
近
な
た
と
え
を
用
い
て
平
易
な
こ
と
ば
で
仁

義
道
徳
を
説
い
た
。
郷
土
史
家
岩
井
傳で

ん
じ
ゅ
う
重
が
入
澤
を
訪
ね

た
と
き
、
長
田
家
に
は
友
彦
書
の
酒
の
礼ら

い
さ
ん讃
文
や
豆
腐
の
徳

を
称
え
る
文
が
残
さ
れ
て
い
た
。
三
石
家
に
は
「
勘か

ん
の
う
こ
ほ
ん

農
固
本

録
・
地じ

か
た方
心
得
帖
」
と
い
う
冊
子
が
あ
り
、
農
を
勧
め
て

根
本
を
堅
固
に
す
る
要
綱
や
村
政
の
心
得
を
友
彦
が
具
体

的
に
説
明
し
て
い
た
。

　
友
彦
は
、
洒し

ゃ
れ落
や
ユ
ー
モ
ア
を
含
ん
だ
短
歌
で
あ
る
心

学
狂き

ょ
う
か歌
で
も
本
領
を
発
揮
し
、
心
学
の
本
質
に
迫
る
日
常

生
活
の
実
践
道
徳
を
巧
み
に
詠
み
こ
ん
で
教
化
に
役
立
て

た
。「
主ぬ
し
へ
忠
親
へ
孝
あ
る
お
手
本
に 

針
に
従
ふ
糸
を
見
習

へ
（
忠
孝
）」「
苦
し
ん
で 

身
を
勤
む
れ
ば
腹
の
中 

は
づ
か

し
か
ら
ぬ
心
安
楽
（
勤
労
）」「
日
に
三
度
心
の
垢あ

か
を
洗
ひ
な

ば 

遂
に
は
白
き
身
と
は
な
る
べ
し
（
反
省
）」「
心
あ
れ 

使

ふ
も
人
の
思
ひ
子
よ 

我
思
ひ
子
に
思
ひ
く
ら
べ
て（
同
情
）」

「
気
は
長
く
心
は
広
く
色
う
す
く 

勤
め
は
か
た
く
身
は
下
に

あ
れ( 

処
世) 

」
な
ど
の
遺
作
が
あ
る
。

●
管
城
塚
と
佐
久
地
域
の
庶
民
教
育

　
一
八
二
七
（
文
政
10
）
年
、
友
彦
81
歳
の
と
き
、
門
弟

が
諏
訪
神
社
境
内
に
「
管か

ん
じ
ょ
う
づ
か

城
塚
」
を
建
て
た
。
管
城
と
は

中
国
の
故
事
に
基
づ
く
筆
の
別
称
で
、
筆
塚
は
使
い
古
し

た
筆
の
供
養
の
た
め
に
筆
を
地
に
埋
め
て
築
い
た
塚
だ
が
、

次
第
に
筆
を
用
い

て
教
え
導
い
て
く

れ
た
師
匠
の
徳
を

称
え
、
謝
恩
と
修

学
の
記
念
に
門
人

や
寺
子
が
建
て
る

石
碑
の
こ
と
に
な
っ
た
。
管
城
塚
に
は
、「
龍

り
ゅ
う
の
ぼ
り騰
鳳お
お
と
り
か
け
る
翔
」

と
友
彦
の
書
が
雄ゆ

う
こ
ん渾
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
農
閑
期
に
は
門
人

寺
子
が
五
〇
〇
人
に
及
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
秋

山
村（
現
南
佐
久
郡
川
上
村
秋
山
）出
身
で
幕
末
の
国
学
者
、

歌
人
の
上
田
千ち

か
ぜ風
や
三
条
（
現
佐
久
市
入
澤
）
名
主
で
画

家
の
日
向
休き

ゅ
う
が
く
岳
も
門
人
だ
っ
た
。

　
友
彦
は
、
一
八
三
四
（
天
保
５
）
年
、
88
歳
で
天
寿
を
全

う
し
た
。
友
彦
の
子
で
父
の
跡
を
継
い
だ
伴
野
豊
彦
も
ま

た
多
く
の
子
弟
を
教
え
、
一
八
八
九
（
明
治
22
）
年
、
門

弟
ら
が
大
宮
諏
訪
神
社
前
の
川
沿
い
に
「
伴
野
翁
筆
塚
」

を
建
て
た
。

　
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
は
、
庶
民
の
教
育
要
求
も

高
ま
り
、
佐
久
市
域
に
も
た
く
さ
ん
の
寺
子
屋
や
私
塾
が

開
か
れ
、
人
々
の
信
望
が
厚
く
実
力
の
あ
る
師
匠
と
門
弟

と
の
師
弟
関
係
は
生
涯
続
い
た
。『
佐
久
市
志
』
に
は
七
六

人
、『
望
月
町
誌
』
に
は
三
一
人
の
師
匠
の
名
が
あ
り
、『
臼

田
町
誌
』
に
は
一
五
、『
浅
科
村
史
』
に
は
一
二
の
筆
塚
の

記
録
が
あ
る
。

　
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
教
え
学
ぶ
と
い
う
素
朴
な
熱

意
の
も
と
、
勉
学
に
励
ん
だ
先
人
た
ち
の
足そ

く
せ
き跡
が
私
た
ち

の
身
近
に
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。
友
彦
は
、
そ
の
象
徴
的

な
人
物
で
あ
る
。

（
大
工
原
千
恵
）

参
考
文
献

長
野
県
教
育
史
刊
行
会
編
・
発
行
『
長
野
県
教
育
史
』
第
一
・　
　
　
　
　
　
　
　

第
七
・
第
八
巻
、
一
九
七
二
～
一
九
七
八
年

岩
井
傳
重
『
江
戸
時
代
東
信
濃
宿
村
の
歴
史
』
江
戸
時
代
東
信　
　

濃
宿
村
の
歴
史
刊
行
会
、
一
九
七
五
年

青
沼
の
自
然
と
歴
史
刊
行
会
『
青
沼
の
自
然
と
歴
史
』
一
九
六
五

年
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●
大
奈
良
村
に
生
ま
れ
た
小
林
文
素

　
小
林
文
素
は
、
一
七
六
九
（
明
和
６
）
年
、
佐
久
郡
大
奈

良
村
（
現
佐
久
市
田
口
）
に
、
小
林
三
之
丞
宣の

ぶ
や
す易
の
二
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
文
素
の
兄
の
安
右
衛
門
易や

す
ひ
さ久
が
六
代
目

と
し
て
家
を
継
い
だ
小
林
家
は
、
七
代
目
の
作さ

く
だ
ゆ
う

太
夫
が
名

主
を
務
め
、
八
代
目
の
小
太
郎
も
寺
子
屋
師
匠
の
ほ
か
村

役
人
を
経
験
す
る
な
ど
、
有
力
農
民
の
家
で
あ
っ
た
。

　

幼
名
を
加か

ぞ
う蔵
、
通
称
準じ
ゅ
ん
ぺ
い
平
、
号
を
文
素
と
い
い
、
母

方
の
伯
父
の
田
野
口
村
神か

ん
ば
ら
ち
ょ
う

原
丁
の
小
林
文
蔵
茂し
げ
よ
し嘉
の
養

子
と
な
っ
た
。
養
家
の
家
伝
に
よ
れ
ば
、
田
野
口
陣
屋
の

大お
お
ご
ば
ん
が
し
ら

御
番
頭
を
務
め
、
陣
屋
の
御
用
で
江
戸
と
の
往
来
を
よ

く
し
、そ
の
お
り
に
、江
戸
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
も
多
か
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
家
伝
に
よ
る
と
寺
子
屋
師
匠
も

し
て
い
た
と
い
う
。

●
解
体
人
形
を
製
作

　
文
素
は
、
一
八
二
〇
（
文
政
３
）
年
に
陣
屋
の
用
で
江
戸

に
出
か
け
、『
解
体
新
書
』
と
い
う
医
学
書
に
出
会
っ
た
。 　

　
『
解
体
新
書
』
は
、
ド
イ
ツ
人
医
師
の
解
剖
書
の
オ
ラ
ン

ダ
語
版
『
タ
ー
フ
ェ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
を
、
江
戸
の
医
師

杉す
ぎ
た
げ
ん
ぱ
く

田
玄
白
ら
が
、
一
七
七
四
（
安
永
３
）
年
に
日
本
語
に
翻

訳
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
千
住
の
小
塚
原
刑
場
で
、

初
め
て
屍し

た
い体
の
解
剖
を
観
た
杉
田
玄
白
ら
は
、
骨
も
臓
器

も
『
タ
ー
フ
ェ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
の
図
と
寸
分
も
違
わ
な

か
っ
た
こ
と
に
驚
き
感
動
、
翻
訳
し
た
と
い
う
。
従
来
の
漢

方
医
学
書
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
人
体
内
部
の
骨
格

や
内
臓
、筋
肉
、神
経
な
ど
を
精
密
な
図
で
紹
介
し
て
お
り
、

そ
れ
に
似
た
感
動
が
文
素
を
し
て
こ
の
解
体
人
形
を
作
ら

せ
た
の
だ
ろ
う
。
箱
書
に
よ
る
と
一
八
二
一
（
文
政
４
）
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
、『
解
体
新
書
』
の
図
を
参
考
に
解
体

人
形
を
製
作
し
た
。

　
解
体
人
形
は
、
身
長
五
五
㎝
ほ
ど
で
、
和
紙
と
桐
材
と

針
金
を
は
り
あ
わ
せ
、
臓
器
を
精
密
に
製
作
し
、
取
り
外

し
て
そ
の
構
造
を
研
究
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。「
腹
部

に
胃
と
膵す

い
ぞ
う臓
と
脾ひ
ぞ
う臓
が
一
括
し
て
入
っ
て
い
る
。
漢
方
で
は

胃
と
脾
臓
は
体
の
消
化
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
と
し
て
一
括
に

と
ら
え
て
い
る
が
、
実
際
は
胃
と
膵
臓
が
消
化
器
官
、
脾

臓
は
造
血
器
官
と
し
て
別
物
な
の
で
、
文
素
は
漢
方
の
知

識
に
も
と
づ
い
て
西
洋
医
学
の
知
識
を
加
え
て
こ
れ
を
つ

く
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
（
酒
井
シ
ヅ
「
解

体
人
形
の
精
巧
な
内
部
に
せ
ま
る
」
平
成
17
年
度
『
臼
田

町
誌
年
次
報
告
』）。

　
単
体
で
製
作
さ
れ
た
解
体
人
形
は
、
生
殖
器
を
交
換
す

る
こ
と
で
男
女
の
解
剖
学
構
造
を
併
せ
て
示
し
、
さ
ら
に

女
性
の
腹
部
に
は
誕
生
寸
前
の
胎
児
ま
で
が
精
巧
に
再
現

さ
れ
て
い
た
。

　
江
戸
時
代
の
男
性
の
平
均
身
長
が
一
五
〇
㎝
ほ
ど
と
い
わ

れ
る
の
で
、
そ
の
三
分
の
一
の
精
密
な
人
体
模
型
で
あ
る
。

人体模型である解体人形を作った農民

小
こばやし

林　文
ぶ ん そ

素
（1769 〜 1826）

　大奈良村に生まれた文素は、田野口陣屋に仕え
て、江戸と往復しているうちに、解剖書の『解体新
書』と出会い、その図に基づき、各臓器を模した
極めて精巧な人体模型である解体人形を製作した。
わが国に現存する唯一の貴重な解体人形である。

（ふみもと）
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四
角
い
顔
は
、
江
戸
時
代
の
庶
民
の
典
型
的
な
顔
立
ち
で

あ
る
（
鈴
木
尚ひ

さ
し『
日
本
人
の
骨
』
岩
波
書
店
、一
九
六
三
年
）。

●
松
本
城
下
で
も
う
一
体
作
る

　
文
素
は
、
解
体
人
形
を
携た

ず
さえ
て
、
一
八
二
五
（
文
政
８
）

年
６
月
に
松
本
城
下
へ
出
か
け
た
。
芦
田
宿
、
武た

け
し石
村
、

鹿か

け

ゆ
教
湯
を
通
り
、
峠
を
越
え
て
、
松
本
近
郊
の
岡
田
宿
に

出
て
、
浅
間
温
泉
や
そ
の
周
辺
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
そ

の
旅
の
記
録
が
、
表
紙
に
『
文
政
八
酉
年
六
月
吉
日　
覚

之
記
』、
裏
表
に
「
信
州
佐
久
郡
田
野
口
村
神
原
丁　
小
林

文
素
用
」
と
書
か
れ
た
『
覚
之
記
』
で
あ
る
。

　
７
月
11
日
に
、
松
本
城
下
の
本
町
二
丁
目
に
あ
っ
た
高
見

屋
甚
左
衛
門
と
い
う
書
店
を
訪
ね
、
さ
ら
に
本
町
五
丁
目

の
松
屋
蓬ほ

う
え
い瀛
堂
と
い
う
医
学
の
器
具
を
扱
っ
て
い
る
家
で

泊
ま
っ
た
。

　
松
屋
蓬
瀛
堂
に
滞
在
中
、
持
参
し
た
解
体
人
形
を
人
々

に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
評
判
に
な
り
、
松
本
藩
医
の
小
松
齢れ

い
じ司

と
子
息
の
小
松
左そ

う
す
け

右
輔
の
目
に
と
ま
り
、
松
本
で
も
う
一

体
製
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
左
右
輔
は
参
考
書
と
し
て
、

所
蔵
の
『
医い

は
ん
て
い
こ
う

範
提
綱
』（
宇
田
川
榛し
ん
さ
い斎
訳
述
、
一
八
〇
五
年

刊
）、『
解か
い
ぞ
う
ず
ふ

臓
図
賦
』（
越
前
池
田
冬と
う
ぞ
う蔵
著
、
一
八
二
一
年
刊
）、

『
解か

い
し
へ
ん

屍
編
』（
古こ

が河
藩
医
河
口
信し
ん
に
ん任
著
、
一
七
七
二
年
刊
）
の

三
部
の
解
剖
書
を
貸
し
て
く
れ
た
。　

　
文
素
は
、
こ
れ
ら
の
解
剖
書
の
図
を
参
考
に
、
約
二
か
月

か
け
て
解
体
人
形
を
完
成
さ
せ
た
。『
覚
之
記
』
に
こ
の
人

形
を
仕
立
て
た
記
録
を
、「
私
は
以
前
杉
田
玄
白
先
生
の
著

の
『
解
体
新
書
』
を
見
て
、
そ
の
形
を
一
体
の
人
形
に
摸も

せ
い製

し
て
、
松
本
に
携
て
来
た
と
こ
ろ
、
松
本
藩
医
の
小
松
左
右

輔
氏
の
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
小
松
氏
は
和お

ら
ん
だ蘭
の
実
証
的

な
学
問
で
あ
る
蘭
学
に
詳
し
く
、
前
に
作
っ
た
人
形
の
誤
り

を
指
摘
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
蓬
瀛
堂
の
主
人
も
も

う
一
体
松
本
に
残
し
て
く
だ
さ
い
と
言
う
の
で
、
松
本
に
滞

在
し
て
、二
か
月
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。

　
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
松
本
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
10
月

20
日
に
、
村
か
ら
迎
え
が
や
っ
て
き
た
の
で
、
一
緒
に
大
奈

良
へ
も
ど
っ
た
。
松
本
に
残
さ
れ
た
は
ず
の
解
体
人
形
の
行

方
は
不
明
で
あ
る
。

　
文
素
は
、一
八
二
六
（
文
政
９
）
年
11
月
20
日
に
没
し
た
。

享
年
58
。
戒
名
は
空
医
真
文
素
信
士
と
い
い
、
人
体
内
部

の
医
の
真
実
を
求
め
た
文
素
の
生
涯
を
物
語
っ
て
い
る
。

●
解
体
人
形
の
意
義

　

人
骨
だ
け
の
模
型
は
、
広
島
の
町
医
師
星ほ

し
の
り
ょ
う
え
つ

野
良
悦
が

一
七
九
一
（
寛
政
３
）
年
に
作
ら
せ
た
星
野
木も

っ
こ
つ骨
（
広
島
大

学
医
学
部
医
学
資
料
館
蔵
）
を
始
め
、
数
体
が
残
さ
れ
て

い
る
が
、こ
れ
ら
は
臓
器
が
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
よ
り
精
密
な
紙
製
の
解
剖
模
型
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

オ
ヅ
ー
と
い
う
学
者
が
一
八
二
五
年
に
製
作
し
、
人
体
各

部
の
名
称
を
記
し
た
「
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
（
人
工
死
体
）」

と
し
て
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
日
本
へ
も
数
体
輸
入

さ
れ
、
解
剖
教
育
に
利
用
さ
れ
た
。

　
文
素
が
作
成
し
た
解
体
人
形
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
オ

ヅ
ー
の
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
の
よ
う
に
人
体
各
部
の
説
明

が
書
い
て
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
、
解
剖
に
お
け
る
人
体

内
部
の
説
明
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
解
剖
の
教
材
用
に
作
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、

オ
ヅ
ー
と
同
時
期
の
一
八
二
二
年
に
製
作
し
た
こ
の
解
体

人
形
は
、
わ
が
国
に
現
存
す
る
唯
一
の
貴
重
な
も
の
と
し

て
意
義
深
い
。
ま
た
、
一
八
二
〇
年
代
に
は
、
信
州
の
農

民
に
も
解
剖
学
の
正
確
な
知
識
が
『
解
体
新
書
』
な
ど
を

と
お
し
て
伝
わ
り
、
人
体
内
部
を
実
証
的
に
見
る
目
が
生

ま
れ
て
い
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
青
木
歳
幸
）

参
考
文
献

臼
田
町
誌
編
纂
委
員
会
『
臼
田
町
誌
』
第
四
巻 

近
世
編 

佐
久
市

臼
田
町
誌
刊
行
会
、
二
〇
〇
八
年
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●
江
戸
で
学
び
郷
里
で
塾
を
開
く

　
木
内
芳
軒
は
、
一
八
二
七
（
文
政
10
）
年
、
下し

も
が
た県
村
（
現

佐
久
市
伴
野
）
の
豪
農
で
名
主
を
務
め
る
木
内
善ぜ

ん
べ
え

兵
衛
家

に
生
ま
れ
た
。
名
は
政ま

さ
も
と元
、
通
称
源
五
郎
、
字あ
ざ
なは
子し
よ
う陽
、
芳

軒
は
雅
号
で
あ
る
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
好
み
、
小ち

い
さ
が
た県の
絵
師
武
重
桃と
う
ど
う堂
の

教
え
を
受
け
た
後
、
江
戸
に
出
て
喜
多
武ぶ

せ
い清
に
南
画
を
学

ん
だ
。
ま
た
兄
惺せ

い
ど
う堂
と
と
も
に
、
尊
皇
論
者
と
し
て
知
ら
れ

た
漢
詩
人
梁や

な
が
わ
せ
い
が
ん

川
星
巌
に
師
事
、
佐
藤
一い
っ
さ
い斎
に
朱
子
学
・
陽
明

学
を
、
菊
池
五ご

ざ
ん山
や
大
沼
枕ち
ん
ざ
ん山
に
漢
詩
を
学
ん
だ
。
枕
山

と
と
も
に
明
治
の
三
詩
人
と
称
さ
れ
た
小
野
湖こ

ざ
ん山
や
鈴
木

松し
ょ
う
と
う
塘
は
親
し
い
友
で

あ
っ
た
。
松
塘
は
芳

軒
の
人
柄
に
つ
い
て

「
生
ま
れ
つ
き
親
孝

行
で
年
長
に
よ
く
仕

え
る
と
村
々
に
知
ら

れ
、
人
々
と
は
必
ず

真
心
で
接
す
る
」
と

書
き
残
し
て
い
る
。

さ
ら
に
芳
軒
の
漢
詩
に
つ
い
て
「
そ
の
詩
は
神
清
で
、
ひ
び

き
が
秀
で
て
い
る
。
詩
の
題
を
得
る
と
、
い
つ
で
も
文
の
構

想
が
湧
き
出
る
。
詩
作
に
励
む
者
も
こ
れ
か
ら
志
す
者
も

見
習
う
べ
き
だ
」
と
記
し
て
い
る
（『
芳
軒
居
士
遺
稿
』）。

　

先
に
郷
里
に
帰
っ
て
私
塾
を
開
い
て
い
た
兄
惺
堂
が

一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
に
早
世
し
た
た
め
、
芳
軒
は
帰
郷

し
て
そ
の
塾
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。そ
し
て
一
八
七
二（
明

治
5
）
年
、
45
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
間
に
、
南
・
北
佐
久

に
わ
た
っ
て
五
〇
〇
人
余
の
弟
子
を
育
て
た
。

●
佐
久
間
象
山
と
交
流

　
芳
軒
は
江
戸
遊
学
中
に
佐
藤
一
斎
の
も
と
で
16
歳
年
長

の
佐
久
間
象
山
と
知
り
合
い
、
兄
惺
堂
と
と
も
に
親
し
く

交
流
し
て
い
た
。
一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
、
象
山
は
吉
田

松
陰
が
ア
メ
リ
カ
密
航
を
企
て
た
事
件
に
連
座
し
て
松
代

に
幽
閉
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
の
嘆
き
と
憤
り
を
漢
詩
に

し
て
芳
軒
に
贈
っ
て
い
る
。

　
一
〇
年
後
象
山
は
一
橋
慶
喜
に
召
喚
さ
れ
て
京
に
上
り
、

宮
中
や
将
軍
家
に
政
策
論
を
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
芳

軒
は
見
送
っ
て
送
別
の
漢
詩
を
贈
っ
て
い
る
。

　（
意
釈
）「
幽
居
一
〇
年
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
宮
中
に
政
策

論
を
伝
え
る
機
会
を
得
た
。
真
心
で
国
に
仕
え
た
後
は
故

郷
に
帰
り
、
俗
世
を
離
れ
て
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

　
ま
た
、
善
兵
衛
家
が
象
山
を
金
銭
的
に
支
援
し
た
こ
と

が
分
か
る
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
（
信
濃
教
育
会
『
象
山

全
集
』
下
巻
、
一
九
一
三
年
）。

●
渋
沢
栄
一
に
漢
詩
を
教
え
る

　
13
歳
年
下
の
渋
沢
栄
一
と
の
出
会
い
は
、
栄
一
の
父
市
郎

右
衛
門
が
14
歳
（
数
え
年・以
下
同
じ
）
の
栄
一
を
同
行
し
、

旧
知
で
あ
っ
た
芳
軒
に
教
育
を
依
頼
し
た
こ
と
が
始
ま
り

だ
と
い
う
。
の
ち
に
栄
一
は
新
聞
の
取
材
に
応
え
て
「
私
が

十
四
五
歳
の
頃
父
の
荷に

し
ょ
い
背
負
を
し
て
佐
久
小
県
へ
一
年
四
度

位
参
り
た
り
、
十
九
歳
よ
り
は
父
に
離
れ
て
藍
屋
商
売
を

独
立
で
営
み
、
二
十
二
歳
の
時
迄ま

で
、
前
後
七
年
間
当
地
へ
は

繁
々
と
来き

た

れ
る
…
更
に
南
佐
久
郡
下
県
に
木
内
芳
軒
と
い

う
人
あ
り
、
詩
文
を
能よ

く
せ
し
為
そ
の
こ
ろ
深
く
交
際
し

た
り
」
と
語
っ
て
い
る
（
大
正
６
年
５
月
15
日
付
『
信
濃
毎

日
新
聞
』）。

塾を開き多くの門弟を育てた漢詩人

木
き う ち

内　芳
ほうけん

軒
（1827 〜 1872）

　江戸で梁川星巌や佐藤一斎ら著名な師に学び、
帰郷後は塾を開いて依田稼堂ら維新後に活躍する
500 人余の門弟を育てた。佐久間象山と親交が
あり、若き日の渋沢栄一も芳軒を漢詩の師として
慕い交際していた。
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栄
一
の
従い
と
こ兄
で
義ぎ
け
い兄
に
あ
た
る
尾
高
惇あ
つ
た
だ忠
（
富
岡
製
糸
初

代
場
長
）
は
、
芳
軒
の
子
の
四
郎
に
宛
て
た
手
紙
に
「
そ
の

昔
、
自
分
は
栄
一
と
共
に
商
い
で
信
州
に
行
く
と
、
必
ず
君

の
家
を
訪
ね
、
父
上
（
芳
軒
）
や
若
き
君
子
ら
と
交
わ
り
、

談
は
い
つ
も
夜
明
け
ま
で
続
い
た
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
芳
軒
が
不
在
の
折
に
は
、
栄
一
が
代
わ
っ
て
講
義

し
た
り
、
剣
術
の
指
南
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（
昭

和
16
年
10
月
28
日
付
『
中
信
毎
日
新
聞
』）。

　
芳
軒
が
栄
一
を
迎
え
て
詠よ

ん
だ
漢
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
（
通
釈
）「
才
徳
あ
る
友
の
姿
が
竹
門
の
東
に
見
え
、
戸
を

た
た
く
音
が
離
れ
た
部
屋
に
伝
わ
っ
て
来
る
。
灯
火
の
下
で

三
年
夢
を
求
め
、
詩
文
の
鋭
い
議
論
の
夜
に
は
互
い
に
雄ゆ

う

を
争
う
。
酒
を
飲
み
な
が
ら
山
に
懸
か
る
月
を
愛め

で
、
剣

術
に
見
入
り
、
声
高
に
談
ず
る
座
は
風
を
生
む
。
ま
さ
に

こ
の
夕ゆ

う
べを
深
く
永な
が

く
楽
し
む
べ
し
。
ま
ま
よ
歳
月
は
瞬
く

間
に
早
く
行
き
過
ぎ
る
」

●
尾
高
長
七
郎
を
か
く
ま
う

　
惇
忠
の
弟
の
長
七
郎
は
一
八
六
二
（
文
久
２
）
年
、
老
中

安
藤
信
正
が
坂
下
門
外
で
襲
撃
さ
れ
る
事
件
に
係
わ
っ
て

追
わ
れ
る
身
と
な
っ
た
が
、
芳
軒
は
栄
一
と
惇
忠
の
依
頼
を

受
け
て
長
七
郎
を
二
か
月
間
か
く
ま
い
、
そ
の
後
無
事
に
京

へ
逃
が
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
栄
一
や
惇
忠
ら
は
、
横
浜
の
洋
館
を
焼
き
討
ち

し
て
攘じ

ょ
う
い夷
を
実
行
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
が
、
京
か
ら

戻
っ
た
長
七
郎
の
説
得
で
思
い
と
ど
ま
っ
た
。
栄
一
は
、
後

に
「
も
し
そ
の
時
に
実
行
し
た
こ
と
な
ら
、
自
分
た
ち
の
首

は
二
十
三
、四
年
前
に
飛
ん
で
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
」と
語
っ

て
い
る
（『
雨
夜
譚
』）。

　
芳
軒
は
間
接
的
に
栄
一
ら
の
命
を
救
っ
た
こ
と
に
な
る
。

●
芳
軒
の
弟
子
た
ち

　
弟
子
の
依
田
稼か

ど
う堂（
喜
信
）は
、

芳
軒
に
学
ん
だ
後
に
鈴
木
松
塘

の
教
え
を
受
け
、
帰
郷
後
「
有
隣

塾
」
を
開
い
て
野
沢
、
岩
村
田
、

桜
井
、
前
山
で
一
〇
〇
〇
人
余
に

漢
詩
文
を
教
え
た
。
畠
山
春
雲

（
正
容
）
も
下
県
に
塾
を
開
い
て
、

二
〇
〇
人
余
の
弟
子
を
育
て
た
。

　
一
九
〇
一
（
明
治
34
）
年
に
上
田
中
学
校
野
沢
分
校
（
現

野
沢
北
高
校
）
が
開
校
す
る
ま
で
の
間
、
佐
久
の
中
等
教

育
を
担
っ
た
の
が
芳
軒
の
弟
子
た
ち
だ
っ
た
。

　
鈴
木
頑が

ん
せ
き石
（
正
光
）
は
、
芳
軒
に
学
ん
だ
後
に
貞
祥
寺

の
師
席
と
な
り
、
曹
洞
宗
本
山
の
宿

し
ゅ
く
ろ
う老
席
に
列
し
て
多
く

の
僧
を
育
て
た
。
後
に
「
現
代
書
道
の
父
」
と
言
わ
れ
る

比ひ

だ

い
田
井
天て
ん
ら
い来
に
、
書
家
に
な
る
よ
う
勧
め
た
の
は
頑
石
だ
っ

た
。

　
ま
た
、
廃は
い
ぶ
つ仏
毀き
し
ゃ
く釈
に
反
対
し
、
取
り
壊
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
松
原
村
（
現
南
佐
久
郡
小
海
町
豊
里
）
神
光
寺
の
三
重

塔
を
貞
祥
寺
に
移
築
し
て
守
っ
た
。

●
栄
一
の
漢
詩
「
内
山
峡
」
の
碑

　
一
九
四
〇
（
昭
和
15
）
年
、
芳
軒
ゆ
か
り
の
人
々
が
呼

び
か
け
、
三
石
勝
五
郎
ら
佐
久
出
身
の
多
く
の
文
化
人
の

賛
同
と
、
栄
一
の
孫
敬
三
の
全
面
的
支
援
を
得
て
、
栄
一
の

漢
詩
「
内
山
峡
」
の
詩
碑
が
内
山
の
肬い

ぼ
水み
ず
に
建
立
さ
れ
た
。

「
内
山
峡
」
は
、
上
州
か
ら
内
山
峠
を
経
た
と
き
に
目
に
し

た
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
栄
一
の
思
想
「
論
語
と
算
盤
」

の
原
点
と
も
い
え
る
一
節
が
あ
る
。
詩
の
な
か
の
言
葉
「
青

天
を
衝
け
」
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ

た
。

　
碑
の
文
字
を
書
い
た
芳
軒
の
妹
の
孫
木
内
敬け

い

篤と
く
は
、
建

立
の
趣
旨
に
つ
い
て
「
栄
一
の
遺
訓
を
後
世
に
伝
え
、
あ

ら
ゆ
る
階
級
・
職
業
・
部
門
を
連
結
し
た
真
の
地
方
文
化

を
佐
久
に
確
立
す
る
た
め
の
指
標
と
す
る
」
と
書
き
残
し

て
い
る
（
木
内
敬
篤
『
渋
沢
青
淵
先
生
旧
詩
内
山
峡
』）。

　
こ
の
碑
の
建
立
に
関
わ
っ
た
人
々
の
思
い
を
受
け
継
ぐ

と
と
も
に
、
芳
軒
の
遺
徳
も
後
の
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

（
木
内
清
）

参
考
文
献

鈴
木
松
塘
編
『
芳
軒
居
士
遺
稿
』
一
八
七
八
年

岸
野
村
誌
編
纂
委
員
会
『
岸
野
村
誌
』
一
九
八
七
年
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●
名
主
の
家
に
生
ま
れ
る

　
比
田
井
弾
右
衛
門
は
、一
八
四
〇（
天
保
11
）年
11
月
27
日
、

佐
久
郡
天
神
林
村
（
現
佐
久
市
協
和
）
の
名
主
、
比
田
井

弾
右
衛
門
義
久
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
丹
平
。

強
い
意
志
を
も
ち
、
冷
静
で
感
情
を
表
に
出
さ
な
い
性
格

で
あ
っ
た
と
い
う
。
姉
の
こ・

・と
は
、
片
倉
村
名
主
の
比
田
井

家
に
嫁
ぎ
、
後
に
日
本
現
代
書
道
の
父
と
称
さ
れ
る
比
田

井
天て

ん
ら
い来
の
母
と
な
る
。

　
一
八
六
二
（
文
久
２
）
年
２
月
、
21
歳
の
と
き
に
桑
山
村

（
現
佐
久
市
桑
山
）
の
里り

よ
を
妻
に
迎
え
、
閏う
る
う８
月
に
相
続
、

こ
の
と
き
弾
右
衛
門
を
襲し

ゅ
う
め
い名し
、
名
主
を
継
承
し
た
と
み

ら
れ
る
。

●
要
職
を
歴
任

　
一
八
七
三
（
明
治
６
）
年
７
月
、
隔か

く
ば
ん番
の
名
主
か
ら
副
戸

長
に
就
任
、
明
治
９
年
、
天
神
林
村
な
ど
七
か
村
が
合
併

し
て
協
和
村
が
誕
生
す
る
と
副
戸
長
、
そ
し
て
明
治
12
年

６
月
に
は
、
協
和
村
戸
長
に
就
任
し
た
。
明
治
17
年
に
布

施
村
戸
長
、
翌
年
に
は
春
日
村
戸
長
も
兼
任
す
る
連
合
戸

長
に
任
命
さ
れ
た
。
明
治
22
年
４
月
、
北
佐
久
郡
徴
兵
参

事
と
協
和
村
会
議
員
に
選
ば
れ
、
５
月
に
は
協
和
村
戸
長

か
ら
初
代
村
長
に
就
任
。
明
治
38
年
５
月
に
退
任
す
る
ま

で
一
六
年
間
村
長
を
務
め
た
。

　
明
治
24
年
に
は
北
佐
久
郡
会
議
員
に
当
選
、
郡
参
事
会

員
も
兼
任
、
さ
ら
に
明
治
25
・
26
年
に
は
、
長
野
県
会
議

員
に
当
選
し
て
明
治
30
年
ま
で
務
め
る
な
ど
、
各
種
の
要

職
を
歴
任
し
た
。

●
官
有
地
化
さ
れ
た
山
林
原
野
を
村
有
地
化
に
尽
力

　

弾
右
衛
門
が
長
年
力
を
注
い
だ
の
は
、
山
林
行
政
で

あ
っ
た
。
蓼
科
山
の
標
高

二
〇
〇
〇
ｍ
付
近
の
ト
キ

ン
の
岩
か
ら
見
渡
す
広
大

な
山
林
原
野
は
、
江
戸
時

代
か
ら
村
ご
と
に
入い

り
あ
い
ち

会
地

（
共
同
利
用
地
）
が
定
め
ら

れ
、
家
畜
の
秣ま

ぐ
さや
薪
、
炭

の
用
木
な
ど
が
採
取
さ
れ
、

人
々
の
生
活
を
支
え
る
大

切
な
場
所
で
あ
っ
た
。

　
明
治
６
年
７
月
、
政
府
は
地
租
改
正
に
着
手
し
、
所
有

者
が
定
ま
っ
て
い
な
い
入
会
地
を
官か

ん
（
国
）
有ゆ
う
ち地
に
編
入
し

た
。
こ
の
結
果
、
入
会
権
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
人
々
の

生
活
は
困
窮
し
、
地
域
経
済
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
全
国
各

地
で
地
租
改
正
反
対
一
揆
が
激
化
し
た
。

　

弾
右
衛
門

は
、
明
治
13
年

ご
ろ
か
ら
協

和
村
や
近
隣

の
要
望
に
応
じ

て
、
長
野
県
に
官
有
地
の
下
げ
戻
し
（
返
還
）
を
繰
り
返
し

請
願
し
た
が
実
ら
な
か
っ
た
。
明
治
31
年
に
は
、
協
和
村

片
倉
区
入
会
地
の
編
入
が
不
当
で
あ
る
と
し
て
、
長
野
県

知
事
を
相
手
に
行
政
裁
判
を
起
こ
し
た
が
、
村
が
官
有
地

と
し
て
届
け
出
て
い
た
こ
と
が
根
拠
と
な
り
、
敗
訴
し
た

（
明
治
32
年
３
月
18
日
付
『
官
報
』
第
四
七
一
一
号
）。

　
明
治
32
年
４
月
、「
国
有
土
地
森
林
原
野
下
戻
法
」
が
公

布
さ
れ
、
国
有
化
さ
れ
た
山
林
や
原
野
を
元
の
所
有
者
や

相
続
人
に
返
還
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
協
和
村
で

は
、
明
治
34
年
に
二
三
〇
〇
余
町
歩
の
官
有
地
を
下
げ
戻

す
議
案
が
可
決
さ
れ
た
が
、
ト
キ
ン
の
岩
付
近
の
赤
谷
地

籍
の
三
〇
〇
余
町
歩
は
、
村
里
か
ら
離
れ
急
峻
な
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
却
下
さ
れ
た
。
弾
右
衛
門
は
、
村
民
の
将
来
の

た
め
に
個
人
で
下
げ
戻
し
を
申
請
し
所
有
し
た
。
こ
の
山
林

原
野
は
、
弾
右
衛
門
と
相
続
し
た
長
男
盛
太
（
後
の
協
和

広域の行政に尽力した
初代協和村村長

比
ひ だ い

田井 弾
だ ん え も ん

右衛門
（1840 〜 1915）

　江戸から明治において、名主、戸長、村長を歴
任し、また、郡会議員や県会議員も務めた。国有
化された広大な山林を元の村有林に戻し、また、
学校や伝染病舎の建設を行うなど、村の財政や村
民の生活を支え、幅広く活躍した。
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村
第
五
代
村
長
）
が
、
す
べ
て
村
に
寄
付
を
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
東
京
ド
ー
ム
五
五
〇
個
分
に
相
当
す
る
二
六
〇
〇
余

町
歩
が
村
有
林
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
協
和
財
産
区
と
各

自
治
会
の
所
有
林
と
し
て
維
持
管
理
し
利
用
さ
れ
て
い
る
。

●
教
育
に
懸
け
る
思
い

　
一
八
七
二
（
明
治
５
）
年
に
学
制
が
公
布
さ
れ
、
翌
明
治

６
年
に
寺
子
屋
か
ら
弘こ

う
ど
う道
学
校
、
習
し
ゅ
う
し
ん新
学
校
、
成
せ
い
し
ょ
う章
学
校

比
田
井
支
校
の
三
校
が
新
た
に
小
学
校
と
し
て
誕
生
し
た
。

三
校
は
、
明
治
８
年
に
統
合
さ
れ
て
至し

ぜ
ん善
学
校
、
明
治
13

年
に
協
和
学
校
と
な
っ
た
。
弾
右
衛
門
は
、
県
令
（
明
治

19
年
に
知
事
）
か
ら
教
育
に
関
す
る
政
策
や
学
校
の
運
営

を
行
う
協
和
学
校
学
務
委
員
に
選
任
さ
れ
、
布
施
村
の
布

施
学
校
学
務
委
員
も
兼
任
し
た
。

　
明
治
21
年
４
月
、
協
和
学
校
は
協
和
尋
常
小
学
校
と
な
っ

た
。
こ
の
と
き
の
教
育
費
は
村
の
予
算
の
ほ
ぼ
半
分
に
あ

た
る
五
四
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
学
齢
児
童
約
四
〇
〇
人
に
対

し
就
学
児
童
は
半
数
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
生
徒
が
入

学
す
る
こ
と
を
願
い
、
学
校
教
育
の
奨
励
に
力
を
入
れ
た
。

明
治
25
年
、
弾
右
衛
門
は
、
本
牧
村
ほ
か
六
か
村
組
合
川

西
高
等
小
学
校
組
合
長
に
選
任
さ
れ
、
明
治
30
年
か
ら
は

本
牧
村
ほ
か
二
か
村
の
組
合
長
を
務
め
た
。
こ
の
間
、
就

学
児
童
が
増
加
し
た
た
め
、
校
舎
の
増
築
を
提
案
し
た
が
、

時
期
尚
早
で
工
費
の
使
途
が
偏
っ
て
い
る
な
ど
多
く
の
意

見
が
入
り
乱
れ
た
。
そ
こ
で
、
弾
右
衛
門
は
明
治
34
年
、
村

議
会
に
六
三
四
〇
円
の
建
築
費
に
各
区
や
個
人
へ
の
寄
付

と
出
資
金
を
充
て
る
追
加
議
案
を
提
出
し
、
明
治
35
年
に

二
階
建
て
の
増
築
校
舎
が
落
成
し

た
。翌
年
に
高
等
科
が
併
設
さ
れ
、

協
和
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
っ

た
。

　
そ
の
後
、
児
童
数
が
さ
ら
に
増

加
し
た
た
め
、
大
正
３
年
末
に
新

校
舎
を
建
設
し
た
が
、
三
年
後
の

２
月
28
日
に
職
員
室
か
ら
出
火

し
、
中
央
校
舎
や
南
校
舎
が
全
焼

し
た
。
再
建
の
新
校
舎
は
、
大
正
７・８
年
に
建
設
さ
れ
た
。

●
伝
染
病
の
防
疫
対
策

　
佐
久
郡
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
天て

ん
ね
ん
と
う

然
痘
が
流
行
し
、
明

治
に
な
る
と
赤せ

き
り痢
や
コ
レ
ラ
も
広
ま
っ
た
。
明
治
23
・
25
・

29
年
に
も
天
然
痘
が
流
行
し
、
患
者
の
半
数
が
命
を
落
と

す
深
刻
な
事
態
が
続
い
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
協
和
村
は
明
治
28
年
に
「
協

和
村
清
潔
法
施
設
順
序
」
を
定
め
、
伝
染
病
患
者
を
隔
離

す
る
避ひ

び
ょ
う病
院い
ん
の
設
置
を
決
め
た
。
明
治
30
・
31
年
に
結
核

や
赤
痢
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
明
治
32
年
12
月
に
八は

っ
ち
ょ
う
じ

丁
地

川が
わ

沿
い
の
上か
み
だ
い
ぎ
ょ
う
は
ら

大
行
原
に
「
協
和
村
隔か
く
り
び
ょ
う
し
ゃ

離
病
舎
」
が
建
設
さ

れ
た
。

　
明
治
34
年
７
月
５
日
付
『
佐
久
新
報
』
は
、「
北
佐
久
郡

下
で
隔
離
病
舎
が
最
も
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
、
小
諸
と
岩

村
田
の
仮
伝
染
病
院
。
次
い
で
協
和
村
・
本
牧
村
な
ど
七
か

村
の
病
舎
が
き
ち
ん
と
維
持
さ
れ
て
い
る
」
と
報
じ
て
い
る
。

●
弾
右
衛
門
の
功
労

　
名
主
か
ら
村
長
ま
で
の
四
二
年
間
、
地
域
づ
く
り
や
人
々

の
生
活
の
向
上
に
尽
力
し
た
弾
右
衛
門
に
対
し
、
村
長
退

任
後
、
村
民
か
ら
金き

ん
ぱ
い牌
、
村
か
ら
は
、
林
業
功
労
者
と
し

て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
明
治
38
年
に
は
、
長
野
県
か
ら

教
育
向
上
の
功
績
に
よ
り
金
牌
が
授
与
さ
れ
、
翌
年
に
は
、

国
か
ら
社
会
発
展
に
寄
与
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
勲
七
等

青せ
い
し
ょ
く色
桐と
う
よ
う葉
章し
ょ
うが
授
与
さ
れ
た
。

　
一
九
一
五
（
大
正
４
）
年
10
月
、
弾
右
衛
門
は
74
歳
で
亡

く
な
っ
た
。
死
去
か
ら
五
〇
年
後
の
一
九
六
五
（
昭
和
40
）

年
11
月
、
協
和
財
産
区
と
協
和
地
区
有
志
は
、
翁
の
遺い

と
く徳

を
慕
っ
て
、
広
大
な
山
林
原
野
が
望
め
る
ト
キ
ン
の
岩
に

「
比
田
井
弾
右
衛
門
翁

之
碑
」
を
建
立
し
た
。

　

強
い
信
念
で
村
や

人
々
の
た
め
に
行
動

す
る
弾
右
衛
門
に
対
す
る
、
地
域
住
民
の
尊
敬
の
念
が
記

さ
れ
て
い
る
。

（
福
島
邦
男
）

参
考
文
献

『
秣
野
に
係
る
諸
約
定
書 

官
有
地
秣
払
下
願
同
請
書
綴
込　
北
佐

久
郡
戸
長
役
場
』
一
八
八
〇
年
～
一
九
〇
一
年

木
内
政
太
郎
『
佐
久
名
流
評
林
』
佐
久
名
流
評
林
著
作
部
、

一
九
〇
九
年

一
〇
〇
年
誌
編
集
委
員
会
編
・
発
行
『
協
和
小
教
育
一
〇
〇
年
誌
』

一
九
七
八
年



12

佐久の先人たち○ 58
●
廃
校
問
題
と
北
原
丈
衛
校
長
の
着
任

　
南
佐
久
郡
立
乙
種
農
学
校
（
後
の
臼
田
高
校
、
現
佐
久

平
総
合
技
術
高
校
臼
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
は
、
郡
民
の
実
業
教

育
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
る
な
か
、
一
九
〇
七
（
明
治
40
）

年
に
修
業
年
限
三
年
の
学
校
と
し
て
開
校
し
た
。

　
し
か
し
、
開
校
ま
も
な
く
廃
校
問
題
が
起
き
た
。
小
学

校
の
高
等
科
に
進
む
者
さ
え
少
な
か
っ
た
時
代
で
、「
百
姓

に
学
問
は
い
ら
な
い
、
農
学
校
は
金
持
ち
の
長
男
が
行
く

と
こ
ろ
だ
」
と
い
う
考
え
が
ま
だ
ま
だ
根
強
く
、
定
員
四
〇

人
に
対
し
入
学
希
望
者
は
二
〇
人
に
も
満
た
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
途
退
学
者
が
毎
年
の
よ
う
に
何

人
か
出
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　
学
校
の
運
営
費
は
、
郡
の
総
予
算
額
の
三
分
の
一
以
上
に

達
し
て
お
り
、
予
算
郡
会
で
は
、「
生
徒
の
集
ま
ら
な
い
学

校
に
多
額
の
金
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
は
な
い
。
将
来
見
込
み
の

な
い
息
子
（
学
校
）
は
勘か

ん
ど
う当
（
廃
校
）
し
て
し
ま
え
」
と
毎

年
の
よ
う
に
廃
校
問
題
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。

　
南
佐
久
郡
長
安
藤
兎と

も

き
毛
喜
は
、
学
校
経
営
が
う
ま
く
い

か
な
い
の
は
、
校
長
に
人
を
得
な
か
っ
た
の
が
最
大
の
原
因

で
あ
る
と
考
え
、「
校
長
に
適
任
者
を
も
っ
て
く
れ
ば
必
ず

こ
の
学
校
は
建
て
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
」と
い
う
信
念
と
、

「
生
ま
れ
た
も
の
は
育
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
責

任
感
か
ら
、
廃
校
案
の
猶ゆ

う
よ予
を
求
め
た
。

　
安
藤
の
胸
中
に
あ
っ
た
適
任
者
と
は
、
北き

た
は
ら
じ
ょ
う
え

原
丈
衛
で
あ
っ

た
。
北
原
は
、
一
八
八
〇
（
明
治
13
）
年
６
月
４
日
、
上

伊
那
郡
長お

さ
ふ
じ藤
村
（
現
伊
那
市
高
遠
町
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

一
九
〇
四
（
明
治
37
）
年
、
長
野
県
師
範
学
校
（
現
信
州
大

学
教
育
学
部
）
を
卒
業
。
さ
ら
に
、
一
九
〇
七
年
、
東
京

帝
国
大
学
農
科
大
学
農
業
教
員
養
成
所
を
卒
業
。
静
岡
県

田た
が
た方
郡
立
田
方
農
林
学
校
（
現
静
岡
県
立
田
方
農
業
高
校
）

に
就
職
し
、
一
九
一
二
（
明
治
45
）
年
に
、
伊
那
実
科
高
等

女
学
校
（
現
伊
那
弥
生
ヶ
丘
高
校
）
に
赴
任
し
た
。

　
上
伊
那
郡
長
在
任
中
、
早
朝
の
散
歩
を
日
課
と
し
て
い

た
安
藤
が
、女
学
校
の
前
を
通
っ
て
ふ
と
目
に
と
め
た
の
は
、

校
庭
の
片
隅
で
黙
々
と
鍬く

わ
を
ふ
る
っ
て
い
る
作
業
着
姿
の
一

人
の
男
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
北
原
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二

人
は
時
々
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
北
原
は
並
の
人
物
で
は

な
い
、
意
志
強
固
な
人
で
あ
り
、
そ
の
う
え
見
識
も
高
い
こ

と
を
、
安
藤
は
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
二
人
は
転
勤
な
ど
で
相
語
る
機
会
は
な
か
っ

た
。
安
藤
は
、
一
九
一
四
（
大
正
３
）
年
か
ら
上
水
内
郡
組

合
立
東
部
農
学
校
（
現
長
野
吉
田
高
校
）
に
勤
務
し
て
い

た
北
原
を
訪
ね
、
学
校
の
窮
状
を
訴
え
、
校
長
と
し
て
の

来
任
を
懇
請
し
た
が
、
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
安

藤
は
あ
き
ら
め
ず
、
次
の
年
も
、
郡
会
の
廃
校
案
の
猶
予

を
乞
い
、
北
原
の
説
得
に
懸
命
の
努
力
を
続
け
た
。
安
藤

の
こ
の
二
年
間
に
わ
た
る
熱
意
が
、
北
原
の
心
を
動
か
し
、

つ
い
に
一
九
一
六
年
12
月
、
校
長
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
北
原
の
年
齢
は
36
歳
で
あ
っ
た
。

　
以
後
、
一
九
四
六
（
昭
和
21
）
年
３
月
に
職
を
退
く
ま

で
合
計
二
九
年
四
か
月
、
校
長
職
に
あ
っ
た
。
学
校
は
、

一
九
一
一
（
明
治
44
）
年
12
月
に
南
佐
久
郡
立
農
学
校
と
改

称
し
、
一
九
二
〇
（
大
正
９
）
年
に
は
長
野
県
南
佐
久
農
学

校
と
な
り
、
一
九
二
三

年
に
は
郡
制
の
廃
止
に

伴
い
、
郡
立
か
ら
臼
田

町
ほ
か
一
六
か
町
村
の

組
合
立
に
変
わ
り
、
校

名
も
同
年
、
長
野
県
南

佐
久
農
蚕
学
校
と
改
め

ら
れ
た
。

●
「
率
先
垂
範
」
の
教
育

　
北
原
の
学
校
経
営
は
、
人
の
先
に
立
っ
て
物
事
を
行
う

南佐久郡立農学校を
廃校の危機から救った校長

北
きたはら

原　丈
じょうえ

衛
（1880 〜 1968）

　生徒不足で廃校の危機にあった南佐久郡立農学
校に校長として赴任する。「率先垂範」を教育の基
本理念に掲げ、学校を再建し、文部省から全国の
実業学校のなかで優良校として表彰される。

佐久の先人たち○ 58
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「
率
先
垂
範
」
を
教
育
の
根
本
理
念
と
し
て
い
た
。
水
田
肥

料
に
青
草
を
入
れ
る
た
め
、
田
植
え
前
の
臼
田
山
で
の
草

刈
り
作
業
で
は
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
さ
ら
に
、
井
戸
掘
り
、

石
垣
積
み
、
学
校
の
周
囲
に
あ
る
樹
木
の
剪せ

ん
て
い定
な
ど
も
自

分
で
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
北
原
が
赴
任
し
て
か
ら
学
校
の

農
場
収
入
が
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
。

　
一
方
で
、
学
校
の
経
費
削
減
の
た
め
に
も
、
校
長
自
ら
陣

頭
に
立
っ
て
奮
闘
し
た
。
養
蚕
・
水
田
・
蔬そ

さ
い菜
・
畜
産
な
ど

の
農
場
収
入
を
高
め
て
そ
れ
を
蓄
積
し
、
経
費
を
節
減
し

て
浮
か
せ
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
講
堂
、
養
蚕
室
、
加
工
室
な

ど
を
逐ち

く
じ次
自
力
で
建
設
し
、
学
校
の
施
設
・
設
備
を
充
実

さ
せ
て
い
っ
た
。

　
北
原
の
学
校
経
営
の
主
眼
は
、
県
立
で
は
な
く
、
組
合

立
の
学
校
で
あ
る
が
ゆ
え
に
成
し
え
た
、
農
場
収
入
な
ど

に
よ
る
学
校
自
体
の
独
立
採
算
制
の
確
立
な
ど
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
国
語
、
数
学
の
授
業
時
間
数
を
多
く
と
る
よ
う

に
し
て
普
通
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
、
幅
広
き
人
間
形
成
に

も
努
め
た
。

　
北
原
の
こ
う
し
た
教
育
実
践
は
、
文
部
省
に
も
認
め
ら

れ
、
一
九
三
〇
（
昭
和
５
）
年
、
学
校
は
、
優
良
校
と
し
て

表
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
地
域
貢
献

　
北
原
は
、
専
門
の
分
野
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
、
幅
広
く

し
か
も
深
い
知
識
を
も
ち
、
持
ち
前
の
実
践
力
で
、
他
の

追
随
を
許
さ
ぬ
ほ
ど
の
も
の
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
技
術
の

裏
付
け
は
単
な
る
勘
に
頼
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
科
学
的
な
根
拠
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に

稲
作
に
つ
い
て
は
造ぞ

う
け
い詣
が
深
く
、「
高
冷
地
に
お
け
る
稲
作
」

の
権
威
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
講
演
会
の
講
師
を
依
頼
さ
れ

る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

●
校
長
退
職
後
の
北
原

　
一
九
五
二
（
昭
和
27
）
年
、
臼
田
町
教
育
委
員
長
に
就
任

し
、
一
期
務
め
、
一
九
六
八
（
昭
和
43
）
年
１
月
27
日
、
87

歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
。

　
一
九
八
一
（
昭
和
56
）

年
、
同
窓
生
有
志
に
よ

る
呼
び
か
け
で
、
北
原

の
功
績
を
た
た
え
そ
の

人
徳
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、「
恩
師
北
原
丈

衛
先
生
を
偲し

の

ぶ
会
」
が

つ
く
ら
れ
、
募
金
活
動

が
行
わ
れ
た
。
当
初

の
目
標
で
あ
る
賛
同
者

一
〇
〇
〇
人
、
募
金
額
三
五
〇
万
円
を
大
幅
に
上
回
り
、
賛

同
者
一
四
〇
〇
人
、
募
金
額
九
〇
〇
万
円
に
達
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
頌し

ょ
う
と
く
ひ

徳
碑
の
建
立
と
記
念
誌
の
発
行
等
が
行
わ
れ

た
。

　
頌
徳
碑
裏
面
に
刻
ま
れ
た
碑
文
に
は
、
以
下
の
内
容
等

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
大
正
五
年
、
郡
長
、
郡
会
に
強
く
請
わ
れ
て
当
時
多
難

の
南
佐
久
郡
立
農
学
校
の
校
長
に
着
任
し
、
若
き
情
熱
を

も
っ
て
、
創
意
独
自
の
教
育
理
念
を
断
固
押
し
通
し
た
こ

と
。

　
農
場
よ
り
野
良
着
の
ま
ま
教
壇
に
立
ち
、
実
践
指
導
し
、

進
ん
で
農
業
を
科
学
的

に
と
ら
え
、
普
通
教
育

に
も
力
を
注
ぎ
幅
広
き

人
間
形
成
に
つ
と
め
た

こ
と
。

　

教
え
子
は
四
千
余
を

数
え
、
佐
久
は
も
と
よ

り
全
国
に
活
躍
、
海
外
に

も
雄
飛
し
て
い
る
こ
と
。

　

昭
和
五
年
、
全
国
実

業
学
校
中
の
模
範
校
と
し
て
文
部
省
よ
り
選
奨
さ
れ
、
臼

田
高
等
学
校
の
基
礎
を
固
め
た
こ
と
。

　
こ
う
し
た
北
原
の
功
績
の
源
泉
は
、
何
事
に
対
し
て
も

自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
行
動
す
る
「
率
先
垂
範
」
の
精
神

で
あ
っ
た
。

（
田
澤
直
人
）

参
考
文
献

恩
師
北
原
丈
衛
先
生
を
偲
ぶ
会
記
念
誌
編
集
委
員
会
編・発
行
『
恩

師
北
原
丈
衛
先
生
』
一
九
八
二
年

長
野
県
臼
田
高
等
学
校
百
年
誌
編
集
委
員
会
編
・
発
行
『
臼
高
百

年
誌
』
二
〇
〇
七
年
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●
三
〇
数
年
の
教
員
生
活　

　
市
川
雄
一
郎
は
、
一
八
九
一
（
明
治
24
）
年
中
瀬
村
（
現

佐
久
市
中
込
）
石
神
で
父
甚
作
・
母
き
し
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
明
治
42
年
野
沢
中

学
校
（
現
野
沢
北
高
校
）
を

卒
業
、長
野
県
師
範
学
校（
現

信
州
大
学
教
育
学
部
）
で
学

び
、
翌
年
母
校
で
あ
る
中
込

尋
常
高
等
小
学
校
訓く

ん
ど
う導
（
正

規
の
教
員
）
と
し
て
赴
任

し
た
。
そ
の
後
岸
野
と
平

賀
の
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
を
経
て
、
一
九
二
四
（
大
正

13
）
年
32
歳
で
桜
井
尋
常
高
等
小
学
校
の
校
長
と
な
っ
た
。

一
九
四
一
（
昭
和
16
）
年
平
賀
尋
常
高
等
小
学
校
長
を
最
後

に
退
職
し
、
そ
の
後
は
小
諸
商
業
学
校
（
後
の
小
諸
商
業

高
校
、
現
小
諸
義
塾
高
校
）
な
ど
で
勤
務
し
た
。

●
郷
土
史
研
究
で
の
活
躍

　
桜
井
尋
常
高
等
小
学
校
長
と
な
っ
た
翌
年
、
南
佐
久
教

育
会
で
郷
土
調
査
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
続
い
て
考
古
調
査

委
員
や
郷
土
史
編へ

ん
さ
ん纂
委
員
、
口こ
う
ひ碑
伝
説
調
査
研
究
委
員
等

を
歴
任
、
さ
ら
に
信
濃
教
育
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
「
小
学
校

に
於お

け
る
郷
土
教
育
の
実
際
的
研
究
」
調
査
委
員
を
務
め

た
。
そ
れ
ら
の
成
果
は『
南
佐
久
郡
の
考
古
学
的
調
査
』、『
南

佐
久
郡
古
城
址
調
査
』、『
南
佐
久
郡
古
文
書
金
石
文
』、『
南

佐
久
郡
口
碑
伝
説
集
』
な
ど
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
、
県
内
各
地
で
郷
土
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
そ

の
中
心
を
担
っ
た
の
は
、
学
校
の
教
員
た
ち
だ
っ
た
。
南
佐

久
教
育
会
で
は
民
俗
学
者
柳
田
国
男
が
昭
和
４
年
春
季
総

会
で
講
演
し
、
そ
の
指
導
で
方
言
採
集
を
始
め
た
。
北
佐

久
教
育
会
で
は
翌
５
年
柳
田
を
招
い
て
指
導
を
受
け
、
口

碑
伝
説
を
採
集
し
た
。
南
佐
久
教
育
会
も
そ
れ
に
続
き
収

集
が
行
わ
れ
伝
説
集
が
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
郷
土
教
育
の
指
導
案
作
成
の
た
め
に
、
地
理
学

者
三
沢
勝
衛
な
ど
を
招
い
て
臼
田
町
下
小
田
切
（
現
佐
久

市
下
小
田
切
）
を
モ
デ
ル
に
実
地
調
査
を
進
め
た
。
雄
一
郎

は
そ
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、
昭
和
10
年
に
江
戸
時
代
の
村

役
人
が
残
し
た
史
料
か
ら
村
の
姿
を
再
現
し
た
『
役や

く
だ
ん
す

箪
笥

か
ら
見
た
下
小
田
切
村
』
を
刊
行
し
た
。
昭
和
５
、６
年
ご

ろ
か
ら
雄
一
郎
が
教
え
を
受
け
て
い
た
、
現
地
へ
足
を
運
ん

で
体
感
し
て
研
究
を
進
め
る
「
わ
ら
じ
史
学
」
で
長
野
県
の

歴
史
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
代
表
的
人
物
で
あ
る
栗
岩
英

治
は
、
序
文
に
自
分
が
理
論
的
に
村
を
捉
え
て
い
る
段
階

な
の
に
、「『
村
』
の
具
体
的
研
究
を
、
一
つ
の
実
例
に
よ
っ

て
」
ま
と
め
、「
日
本
に
於お

い
て
『
村
』
と
い
ふ
も
の
に
つ
い
て
、

其そ
の

核
心
的
研
究
を
試
み
た
最
初
の
述
作
で
あ
る
」
と
同
書

を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
信
濃
教
育
会
『
信
濃
教
育
』
や
信
濃

郷
土
研
究
会
（
現
信
濃
史
学
会
）『
信
濃
』
な
ど
に
論
文
を

発
表
し
た
。「
南
佐
久
郡
の
板
碑
」（『
信
濃
教
育
』
五
四
〇

号
、
昭
和
６
年
10
月
）「
津
出
し
に
就つ

い
て
」（『
信
濃
』
第

一
次
第
三
巻
八
号
、
昭
和
９
年
８
月
）
な
ど
数
多
く
の
研
究

を
残
し
た
。

●
惜
し
ま
れ
た
死

　
一
九
一
六
（
大
正
７
）
年
に
妻
美
代
と
結
婚
し
、
三
男
一

女
に
恵
ま
れ
た
が
、
昭
和
18
年
に
二
男
常
亮
（
18
歳
）、
22

年
に
長
女
と
み
子
（
20
歳
）、
さ
ら
に
24
年
長
男
泰
正
（
30

歳
）
を
亡
く
し
失
意
の
な
か
、
本
人
も
病
に
よ
り
、
25
年

郷土史研究に力を尽くした
教育者

市
いちかわ

川　雄
ゆういちろう

一郎
（1891 〜 1950）

　長野県師範学校を卒業し、中込尋常高等小学校
訓導に赴任する。桜井尋常高等小学校を始め、退
職まで佐久地域の校長を歴任した。教職のかたわ
らで郷土史の研究を進め、『役箪笥から見た下小田
切村』などの著書を遺した。

佐久の先人たち○ 59
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６
月
に
59
歳
で
亡

く
な
っ
た
。

　
雄
一
郎
の
遺
し

た
土
屋
種
作
宛
の

葉
書
に
よ
る
と
、「
胃
腸
不
調
と
な
り
一
室
内
に
閑
居
生
活
」

を
送
っ
て
い
る
状
況
だ
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
で
も
「
郷
土
史

と
し
て
墓
標
の
根
本
的
調
査
」
を
し
た
い
と
の
意
欲
を
示

し
て
い
た
が
、
か
な
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
一
志
茂
樹
が
会
長
で
あ
る
信
濃
郷
土
研
究
会
で
は
、
没

後
３
か
月
と
い
う
異
例
の
速
さ
で
、『
信
濃
』（
第
二
巻
第
九

号
、
昭
和
25
年
９
月
）
を
追
悼
号
と
し
、
未
完
の
論
稿
「
江

戸
時
代
に
於
け
る
農
民
生
活
」
や
学
習
院
大
学
の
児
玉
幸

多
ら
一
三
名
の
追
悼
文
を
掲
載
し
た
。

　
児
玉
は
、「
郷
土
史
家
に
陥
り
が
ち
な
独
断
や
論
理
の
飛

躍
が
な
い
。
そ
う
い
う
研
究
態
度
が
、
素
人
を
喜
ば
せ
、
驚

か
せ
る
こ
と
が
少
な
く
、
市
川
氏
を
し
て
、
郷
里
の
人
に
理

解
さ
れ
な
い
と
い
う
嘆
き
を
感
じ
さ
せ
た
の
で
は
」
と
記
し

て
お
り
、
お
国
自
慢
に
陥
り
が
ち
な
風
潮
に
は
与く

み
し
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
志
は
、「
信
州
郷
土
史
界
か
ら
市
川
雄
一
郎
君
を
失
ふ
」

と
題
し
そ
の
死
を
悼
ん
だ
。
そ
こ
で
精
力
的
な
史
料
収
集

と
科
学
的
に
分
析
す
る
姿
を
称
賛
し
た
。

　
ま
た
、
平
賀
小
の
教
え
子
水
間
大
吉
は
、
訓
導
時
代
の

雄
一
郎
に
つ
い
て
、
教
材
研
究
を
徹
底
し
て
行
い
、
授
業
に

臨
む
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
厳
格
な
指
導
を

行
い
、
そ
の
こ
と
で
「
一
般
的
に
は
受
け
の
あ
ま
り
よ
く
な

い
先
生
」
だ
っ
た
が
、「
行
き
過
ぎ
た
自
由
に
た
い
し
て
学

問
的
な
真
理
を
身
を
以
て
示
す
」
姿
勢
だ
っ
た
と
回
想
し

た
。

　
さ
ら
に
実
弟
の
浅
川
益
二
郎
は
、
煙
草
を
吸
わ
な
い
雄
一

郎
が
毎
月
一
円
ず
つ
貯
金
を
し
、
母
親
を
関
西
や
松
島
へ
連

れ
て
旅
行
を
し
た
こ
と
や
、
無
類
の
麺
好
き
で
家
に
来
た

と
き
は
、
麺
ば
か
り
五
杯
も
お
代
り
を
し
た
こ
と
、
俳
句

を
作
っ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
桜
井
小
で
の
職
員
旅
行

で
山
陰
に
行
っ
た
と
き
に
、「
心
忙せ

わ
し
旅
の
門
出
や
夏
の
風
」

か
ら
始
ま
る
一
四
〇
の
句
を
詠よ

ん
だ
こ
と
、
亡
く
な
る
前
の

昭
和
25
年
３
月
に
は
、「
子こ

ら等
に
召
さ
れ
黄よ

み

じ
泉
路
の
旅
も
憂
う
れ
い

な
し
」、「
黄
泉
路
行
き
待
ち
る
ゝ
身
に
は
春
寒
し
」
な
ど
の

早
世
し
た
子
ど
も
た
ち
を
思
う
俳
句
を
残
し
て
い
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
同
時
期
に
遺
稿
と
な
っ
た
「
江
戸
時
代
農
家
の
人
的
変

化
」
が
『
歴
史
学
研
究
』（
一
五
一
号
、
昭
和
25
年
９
月
号
）

に
掲
載
さ
れ
た
。

●
見
直
さ
れ
た
業
績

　
か
つ
て
多
く
の
教
科
書
に
、
一
六
四
九
（
慶
安
２
）
年
に

幕
府
が
農
民
に
与
え
て
い
た
と
さ
れ
る
触
書
（「
慶
安
の
触

書
」）
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
甲
斐
（
現
山
梨
県
）

や
信
濃
に
か
け
て
出
さ
れ
た
地
域
的
教
諭
書
を
元
と
し
て
、

一
六
九
七
（
元
禄
10
）
年
徳
川
綱
豊
（
後
の
六
代
将
軍
家
宣
）

の
甲
府
領（
佐
久
に
も
領
地
が
あ
っ
た
）で
発
令
さ
れ
た「
百

姓
身
持
之
覚
書
」
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
そ
の
後
一
九
世
紀

半
ば
に
美
濃
国
（
現
岐
阜
県
）
岩
村
藩
か
ら
「
慶
安
の
触
書
」

と
し
て
出
版
さ
れ
全
国
に
広
め
ら
れ
た
と
す
る
説
が
山
本

英
二
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
（『
慶
安
の
触
書
は
出
さ
れ
た

か
』
平
成
14
年
）。

　
山
本
が
こ
の
説
の
根
拠
と
し
た
史
料
の
一
つ
に
雄
一
郎

が
収
集
し
た
甲
府
領
だ
っ
た
村
の
一
つ
で
あ
る
牧
布
施
村

（
現
佐
久
市
布
施
）
の
一
六
六
五
（
寛
文
５
）
年
「
勧
農
御

触
書
」
が
あ
る
。
こ
の
史
料
は
山
本
が
調
査
に
行
っ
た
と

き
に
は
す
で
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
、
雄
一
郎
の

業
績
が
改
め
て
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。（

市
川
包
雄
）

参
考
文
献

市
川
雄
一
郎
『
佐
久
地
方
江
戸
時
代
の
農
民
生
活
』
市
川
雄
一
郎

先
生
遺
稿
刊
行
会
、
一
九
五
五
年

佐
久
市
志
編
纂
委
員
会
編
『
佐
久
市
志
歴
史
編
（
四
）
近
代
』
佐

久
市
志
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
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●
45
歳
で
畑
八
村
村
長
に　

　
井
出
幸
吉
は
、
一
八
九
一
（
明
治
24
）
年
11
月
14
日
に
父

竹
重
と
母
う・

・

・
め
の
の
長
男
と
し
て
南
佐
久
郡
畑は
た
や八
村
佐
口

（
現
南
佐
久
郡
佐
久
穂
町
畑
）
に
生
ま
れ
た
。
井
出
家
で
は

代
々
男
子
に
「
幸
」
を
用
い
て
命
名
し
た
。
父
は
、
同
郡
平

林
村
岩
水（
現
佐
久
市
平
林
）の
小
林
家
か
ら
の
婿
養
子
で
、

銀
行
と
製
糸
業
に
携
わ
り
県
会
議
員
の
職
に
あ
っ
た
。

　
明
治
42
年
に
、
南
佐
久
郡
立
乙
種
農
学
校
（
後
の
臼
田

高
校
、
現
佐
久
平
総
合
技
術
高
校
臼
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
一

回
生
と
し
て
卒
業
、
県
立
木
曽
山
林
学
校
（
現
木
曽
青
峰

高
校
）
に
進
学
し
卒
業
後
帰
郷
し
て
、
農
林
業
を
営
ん
だ
。

一
九
三
四
（
昭
和
９
）
年
に
畑
八
村
村
会
議
長
、
昭
和
11
年

に
は
45
歳
で
畑
八
村
村
長
に
就
任
し
た
。
昭
和
15
年
に
村

長
職
を
辞
し
た
が
、
昭
和
27
年
に
再
就
任
し
村
政
を
率
い

た
。

●
集
団
赤
痢
の
流
行

　
昭
和
20
年
代
後
半
、
佐
久
地
方
で
は
、
不
衛
生
な
井
戸

水
を
原
因
と
す
る
集
団
赤せ

き
り痢
が
猛
威
を
振
る
っ
た
。
野
沢

保
健
所
長
の
瀬せ

じ
も下
良り
ょ
う
一い
ち
ろ
う郎
（
野
沢
町
三み
ち
づ
か塚
）
は
、「
佐
久
に

水
道
を
」
と
呼
び
か
け
、
国
に
陳
情
し
町
村
長
の
理
解
を

得
よ
う
と
東
奔
西
走
し
た
。
一
九
五
四
（
昭
和
29
）
年
初
め

に
、
保
健
所
内
に
佐
久
平
上
水
道
組
合
設
立
準
備
会
の
発

足
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
の
、
事
故
の
療
養
の
た
め
一
線

を
退
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
瀬
下
と
い
う
心し

ん
ば
し
ら柱を
失
っ
た
準
備
会
に
は
、
水
源
確
保

と
資
金
調
達
の
大
難
題
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
こ
の
難
局

に
立
ち
向
か
っ
た
の
が
、
四
二
〇
〇
人
余
り
の
村
の
幸
吉
で

あ
っ
た
。

●
激
動
の
昭
和
29
年

　
臼
田
町
、
野
沢
町
、
中
込
町
、
畑
八
村
な
ど
南
佐
久
郡

下
一
〇
か
町
村
で
発
足
し
た
準
備
会
は
、
水
源
を
求
め
て
群

馬
県
境
か
ら
八
ヶ
岳
山
頂
ま
で
踏
査
の
末
に
、
八
ヶ
岳
山さ

ん
ろ
く麓

の
栄
村
域
の
国
有
林
内
を
候
補
地
と
し
た
が
同
意
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
窮

き
ゅ
う
じ
ょ
う

状
の
な
か
、
隣
村
の
幸
吉
は
、

「
畑
八
村
地
籍
で
引
き
受
け
ま
し
ょ
う
」
と
、
大
石
水
源
と

千せ
ん
が
ひ
な
た

ケ
日
向
水
源
の
無
償
提
供
を
申
し
出
た
。
息
つ
く
間
も

な
い
果
敢
な
決
断
、
準
備
会
発
足
か
ら
半
年
後
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
無
償
提
供
に

つ
い
て
幸
吉
は
後
年
、「
不

満
に
思
う
村
民
と
漁
業
組
合

へ
の
配
慮
」
に
つ
い
て
述
べ

て
い
た
と
い
う
。

　

水
源
確
保
の
見
通
し
は

立
っ
た
も
の
の
、
管
理
者
を

誰
に
す
る
か
組
合
事
務
所
を
ど
こ
に
置
く
か
な
ど
利
害
と

思
惑
が
錯さ

く
そ
う綜
し
、
準
備
会
内
は
紛ふ
ん
き
ゅ
う糾し
た
。
明
治
以
来
の

中
心
地
だ
と
い
う
自
負
、
人
口
で
優
位
な
立
場
な
ど
臼
田

町
、
野
沢
町
と
中
込
町
に
は
譲
れ
な
い
実
情
が
あ
っ
た
。
こ

の
窮き

ゅ
う
ち地
に
調
停
役
と
な
っ
た
水
道
設
計
者
の
佐
藤
善
之
助

（
北
佐
久
郡
浅
間
町
）
は
、
水
源
地
の
村
長
を
管
理
者
に
据

え
て
、
事
務
所
は
畑
八
村
役
場
内
に
置
く
と
い
う
仲
介
案

を
提
案
し
、
準
備
会
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
、
幸
吉
が
初

代
管
理
者
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

●
「
夢
物
語
」
の
実
現

　
翌
年
の
昭
和
30
年
４
月
、
県
か
ら
設
立
許
可
の
朗
報
が

届
き
、
佐
久
平
上
水
道
組
合
が
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
工

事
費
の
値
下
げ
が
大
蔵
省
か
ら
勧
告
さ
れ
着
工
に
は
時
間

を
要
し
た
。
ま
た
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
資
金
調
達
は
綱

渡
り
の
連
続
で
、
銀
行
が
融
資
を
た
め
ら
う
な
か
、
時
機

を
失
せ
な
い
予
備
工
事
の
た
め
に
、
畑
八
村
は
多
額
の
工

事
費
を
立
て
替
え
た
。
昭
和
31
年
10
月
、
畑
八
村
は
穂
積

村
と
合
併
し
八
千
穂
村
が
誕
生
、
初
代
村
長
に
就
任
し
た

幸
吉
の
指
示
の
も
と
、
水
源
地
と
取
付
道
路
の
整
備
を
進

広域水道建設に尽力した
佐久水道の父

井
い で

出　幸
ゆきよし

吉
（1891 〜 1965）

　南佐久郡畑八村に生まれる。集団赤痢が流行し
上水道の普及が急がれるなか、わが国の農村地方
広域水道の先駆けとなった佐久平上水道組合の初
代管理者として尽力した。野沢保健所長の瀬下良
一郎とともに「佐久水道の父」と称えられる。

佐久の先人たち○ 60
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め
た
。
豊
か
な
山
林
を
有

す
る
八
千
穂
村
は
、
首
都

圏
で
の
「
木
材
特
需
」
の

追
い
風
を
受
け
て
い
た
。

　
地
元
出
身
の
国
会
議
員

ら
の
支
援
を
受
け
て
、
つ

い
に
起
債
は
認
可
さ
れ
、

昭
和
32
年
に
臼
田
館
で
起

工
式
、本
格
工
事
に
着
手
、

そ
し
て
組
合
事
務
所
の
落
成
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
昭
和

33
年
に
臼
田
町
、
翌
年
に
野
沢
町
、
中
込
町
の
通
水
開
始

と
な
っ
た
。
昭
和
35
年
に
工
事
は
完
了
し
、
10
月
２
日
に

臼
田
高
校
講
堂
で
竣

し
ゅ
ん
こ
う工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。「
夢
物
語
」
と

揶や

ゆ揄
さ
れ
た
広
域
水
道
事
業
が
実
現
し
た
。

　
総
工
事
費
三
億
円
余
、
工
事
期
間
四
年
に
わ
た
る
大
事

業
は
、
四
万
人
を
超
え
る
人
々
（
厚
生
・
建
設
大
臣
認
可
計

画
給
水
人
口
）
の
の
ど
を
潤
し
た
。

　
竣
工
を
記
念
し
て
、
大
石
水
源
と
千
ケ
日
向
水
源
の
水

を
給
水
す
る
稲
荷
山
配
水
池
（
佐
久
市
臼
田
）
に
、
水
道

建
設
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
碑
文
に
は
幸
吉
の
功

績
と
と
も
に
、
大
事
業
を
支
え
た
事
務
局
員
の
粉
骨
砕
身

の
努
力
、
畑
八
村
村
民
へ
の
感
謝
が
刻
ま
れ
た
。

●
「
三
〇
年
先
を
み
て
い
た
村
長
さ
ん
」

　
幸
吉
と
と
も
に
村
ぐ
る
み
の
健
康
管
理
を
進
め
た
佐
久

病
院
長
の
若わ

か
つ
き月
俊と
し
か
ず一
は
、
幸
吉
を
「
私
心
の
な
い
立
派
な
方

だ
っ
た
。（
中
略
）
貧
し
い
者
の
た
め
な
ら
、
い
か
な
る
権

力
に
も
屈
し
な
か
っ
た
」と
回
想
し
て
い
る（
岩
波
新
書『
村

で
病
気
と
た
た
か
う
』
一
九
七
一
年
）。

　

村
民
は
、「
荒
っ
ぽ
い

返
事
だ
が
最
後
ま
で
親
身

だ
っ
た
」「
将
来
あ
る
若
者

を
育
て
よ
う
と
し
て
い
た
」

「
村
長
さ
ん
は
三
〇
年
先
を

見
て
い
た
」
と
語
っ
た
。

　
家
に
は
よ
く
人
が
集
い
、

妻
よ
し
の
は
い
つ
も
そ
ば
を
打
っ
た
。
お
蚕
様
の
「
お
こ
あ

げ
」
に
な
る
と
、
家
族
総
出
の
も
て
な
し
だ
っ
た
。
余
興
の

席
で
は
「
親
沢
追
分
」
を
歌
い
、
白
髪
頭
に
手
ぬ
ぐ
い
を
ま

き
「
私
の
ラ
バ
さ
ん
酋
長
の
娘
」
を
踊
っ
た
。

●
佐
久
平
の
発
展
に
向
け
て

　
水
道
は
、
公
衆
衛
生
・
生
活
改
善
の
点
か
ら
重
視
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
工
場
誘
致
や
観
光
開
発
な
ど
地
域
産
業

の
発
展
の
た
め
に
も
重
要
な
基
盤
で
あ
る
。
工
務
課
長
の

佐
々
木
澄
雄
は
、「
佐
久
地
方
の
大
動
脈
と
し
て
発
展
の
推

進
力
と
な
り
、
経
営
面
に
お
い
て
も
黒
字
を
生
み
、
住
民
の

福
祉
に
向
け
ら
れ
る
」
と
記
し
て
、
広
域
水
道
へ
の
期
待
を

表
し
た（『
佐
久
水
道
新
聞
』第
２
号
昭
和
35
年
９
月
１
日
）。

　
衛
生
的
な
水
道
が
普
及
し
た
こ
と
で
、
赤
痢
な
ど
の
集

団
感
染
は
激
減
し
た
。
野
沢
中
学
一
年
生
は
、
昭
和
36
年
度

水
道
週
間
に
応
募
し
た
作
文
で
、「
暗
い
夜
道
を
水
く
み
に

行
か
な
い
で
済
む
。（
中
略
）
水
道
は
大
事
な
も
の
、
水
道

が
入
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
（『
日
本
水

道
協
会
作
品
展
』）。

　
農
村
地
方
広
域
水
道
の
先
駆
け
で
あ
る
佐
久
平
上
水
道

組
合
は
、
周
辺
の
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
経
営
統
合
を
経

て
、佐
久
水
道
企
業
団
に
受
け
継
が
れ
、発
足
か
ら
七
〇
年
、

佐
久
市
、
佐
久
穂
町
、
御
代
田
町
、
東
御
市
の
給
水
人
口

一
一
万
五
六
〇
〇
人
余
り
に
成
長
し
た
（
令
和
８
年
３
月
末

現
在
）。

　
幸
吉
は
、
一
〇
年
間
務
め
た
管
理
者
の
要
職
を
退
任
し

て
か
ら
一
年
後
、
昭
和
40
年
９
月
24
日
に
七
四
年
の
生
涯

を
閉
じ
た
。
退
任
か
ら

五
年
後
の
昭
和
44
年
、

佐
久
水
道
企
業
団
の
理

事
者
ら
の
総
意
に
よ
っ

て
、
稲
荷
山
公
園
内
の

水
道
建
設
記
念
碑
の
近

く
に
幸
吉
の
胸
像
が
建

立
さ
れ
た
。

（
新
海
節
生
）

参
考
文
献

佐
久
水
道
企
業
団
『
佐
久
の
水
三
十
年
史
』
一
九
八
七
年

南
佐
久
郡
八
千
穂
町
・
八
千
穂
村
公
民
館
『
八
千
穂
村
公
民
館
館

報
縮
刷
版
』
一
九
七
六
年
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●
生
い
立
ち　

　
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
デ
ィ
ア
ス
は
、
南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
首
都

ボ
ゴ
タ
か
ら
北
に
あ
る
標
高
二
八
〇
〇
ｍ
の
ト
カ
と
い
う

町
に
、
一
九
一
九
（
大
正
８
）
年
１
月
14
日
、
四
人
兄
弟
の

二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
農
場
を
五
、六
か
所
と
商
店
を
経
営
し
て
い
た
。

　
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
い
う
名
は
修
道
名
で
、
本
名
は
ル
イ
ス-

ゴ
ン
ザ
ロ
・
デ
ィ
ア
ス
・
ア
ル
バ
…
と
全
部
で
一
三
個
の
名

字
が
続
く
。
ス
ペ
イ
ン
貴
族
の
末ま

つ
え
い裔
で
、
ル
イ
ス-

ゴ
ン
ザ

ロ
は
名
前
、デ
ィ
ア
ス
は
父
の
名
字
、ア
ル
バ
は
母
の
名
字
、

次
は
祖
父
母
、
次
は
曽
祖
父
母
と
代
々
の
名
字
が
続
い
て

い
た
。

　
一
九
三
二
（
昭
和
７
）
年
、
13
歳
の
と
き
に
兄
と
と
も

に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
修
道
院
に
入
り
、
一
九
四
四
（
昭
和

19
）
年
９
月
23
日
、
神
父
と
な
っ
た
。
小し

ょ
う
し
ん
が
っ
こ
う

神
学
校
（
中
学
・

高
校
）
の
教
頭
、
校
長
、
修
練
院
（
修
道
者
の
養
成
機
関
）

の
副
院
長
を
務
め
た
後
、
大だ

い
し
ん
が
っ
こ
う

神
学
校
で
哲
学
、
神
学
を
教

え
て
い
た
。

●
宣
教
師
と
し
て
日
本
へ

　
一
九
五
三
（
昭
和
28
）
年
８
月
、
34
歳
の
時
に
宣
教
師
と

し
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
貨
物
船
に
乗

り
、
太
平
洋
を
渡
り
、
マ
ニ
ラ
・
香
港
・
長
崎
経
由
で
９
月

22
日
、
横
浜
港
に
到
着
し
た
。
船
上
か
ら
、
富
士
山
と
そ
こ

に
沈
む
真
っ
赤
な
夕
日
を
見
て
「
感
動
し
た
」
と
語
っ
て
い

た
。

　
昭
和
29
年
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
担
当
す
る
カ
ト
リ
ッ

ク
長
野
教
会
に
着
任
し
た
。
翌
年
、

カ
ト
リ
ッ
ク
小
諸
教
会
に
転
任
し
、

小
諸
市
に
暁あ

け

の
星
幼
稚
園
を
創
立

し
た
。
南
佐
久
郡
野
沢
町
（
現
佐

久
市
野
沢
）
の
人
々
は
、
ガ
ブ
リ

エ
ル
を
訪
ね
、
野
沢
地
区
で
の
幼

稚
園
設
立
を
陳
情
し
た
。
昭
和
35

年
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
日
本
管
区
長

と
な
り
、
母
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
始

め
各
国
の
教
会
に
募
っ
た
寄
付
金

で
、
野
沢
地
区
に
約
二
〇
〇
〇
坪
の
敷
地
を
購
入
し
た
。
翌

年
佐
久
に
赴
き
、
昭
和
38
年
１
月
、「
聖
家
族
・
野
沢
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
（
現
カ
ト
リ
ッ
ク
佐
久
教
会
）」
を
、６
月
、「
カ

ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
」
を
創
立
し
た
。
園
舎
の
建
設
中
か
ら
近

隣
の
人
々
に
「
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
正
式
名
称
と
し
、「
地
域
の
人

た
ち
が
名
前
を
付
け
て
く
れ
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て

い
た
。

●
園
長
と
し
て

　
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
、「
子
に
勝
る
宝
は
な
い
」
と
、「
一
人
一

人
の
人
格
を
重
ん
じ
る
」こ
と
を
方
針
と
し
た
。そ
し
て
、「
家

庭
教
育
の
重
要
性
」
を
説
き
、
父
親
の
子
育
て
へ
の
参
加
を

求
め
た
。
園
行
事
に
両
親
が
参
加
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
、

父
親
も
園
活
動
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
自
然
に
幼
稚

園
と
家
庭
を
一
つ
に
し
、
園
全
体
が
大
き
な
家
族
の
よ
う
に

な
っ
た
。

　
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
で
、
子
ど
も
た

ち
の
好
奇
心
や
探
究
心

を
刺
激
し
た
。
水
路
を

引
き
、
廃
品
で
作
っ
た

手
作
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
を

並
べ
水
力
で
廻
し
、
ボ
ー

ト
も
浮
か
べ
た
。
池
に

ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
コ
ク
チ
ョ

ウ
、
ア
ヒ
ル
、
カ
モ
を
飼

い
、
鳥
小
屋
に
は
ハ
ト
、

宣教と幼児教育に
長年貢献した神父

ガブリエル・
ディアス

（1919 〜 2010）

　フランシスコ会の神父として 1953（昭和 28）
年に来日し、野沢地区にカトリック佐久教会とカト
リック幼稚園を創立。宣教師としてキリスト教を
伝え、園長として個性あふれる幼児教育を展開し、
多くの園児や地域の人々から親しまれた。
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シ
チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
、
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
、
ク
ジ
ャ
ク
、
ウ
サ

ギ
も
い
た
。
ヤ
ギ
も
飼
い
、
乳
し
ぼ
り
を
し
て
園
児
に
振

る
舞
っ
た
。
自
然
豊
か
で
動
物
と
触
れ
合
え
る
創
意
工
夫
の

園
庭
は
、
地
道
に
創
り
上
げ
た
情
操
教
育
の
場
で
あ
っ
た
。

　
園
内
に
は
「
博
物
館
」
を
作
り
、
昔
の
物
や
外
国
の
物
、

鳥
や
動
物
の
は
く
製
を
陳
列
し
た
。「
図
書
館
」
も
作
り
、

読
書
の
楽
し
さ
や
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
を
伝
え
た
。

　
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
周
り
に
は
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
が
い
た
。

わ
ざ
と
子
ど
も
の
名
前

を
間
違
え
て
は
「
違
う

よ
！
」
と
笑
わ
せ
て
い

た
。
ま
た
、
あ
る
子
が

好
奇
心
か
ら
池
の
ア
ヒ

ル
に
雪
玉
を
投
げ
た
。

そ
れ
を
見
て
い
た
ガ
ブ

リ
エ
ル
は
、
投
げ
た
雪

玉
の
数
だ
け
ア
ヒ
ル
の

絵
を
描
か
せ
た
。
二
度
と
し
な
い
約
束
を
取
り
交
わ
し
、
愛

情
を
も
っ
て
、
思
い
や
る
心
を
育
て
た
。

　

佐
久
市
が
や
ま
び
こ
国
体
の
柔
道
会
場
に
な
る
と
分

か
っ
た
と
き
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
武
道
を
子
ど
も
た
ち
に

体
験
さ
せ
た
い
と
開
催
の
前
年
の
一
九
七
七
（
昭
和
52
）
年

に
専
門
講
師
を
迎
え
、
柔
道
を
取
り
入
れ
た
。
翌
年
、
佐

久
総
合
体
育
館
で
園
児
と
と
も
に
柔
道
の
試
合
を
観
覧
し

た
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
、
相
手
を
敬
い
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終

わ
る
武
道
の
精
神
に
感
銘
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
剣
道
も

取
り
入
れ
、
年
長
児
が
柔
道
・
剣
道
を
体
験
す
る
活
動
は

現
在
ま
で
も
続
い
て
い
る
。

　
二
〇
〇
四
（
平
成
16
）
年
、
こ
う
し
た
長
年
の
教
育
実
績

が
認
め
ら
れ
、「
善
を
志
向
す
る
精
神
の
育
成
を
目
指
す
教

育
の
実
践
と
幼
児
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
」
に

よ
り
、
市
長
表
彰
さ
れ
た
。

●
神
父
と
し
て

　
教
会
聖
堂
に
は
、
樹
齢
四
〇
〇
年
以
上
の
ケ
ヤ
キ
の
切

株
で
で
き
た
大
き

な
祭
壇
が
あ
る
。

自
ら
こ
の
切
株
の

皮
を
は
ぎ
、
磨
き
、

造
り
上
げ
た
。
さ

ら
に
、
ガ
ブ
リ
エ

ル
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
佐
久
鯉
の
シ
ャ

ン
デ
リ
ア
に
は
佐

久
へ
の
敬
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
庭
に
は
、桜
を
始
め
、さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
や
花
を
植
え
た
。

自
然
豊
か
な
園
庭
は
、
地
域
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
た
。

　
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
人
を
大
切
に
し
、
来
客
を
心
か
ら
も
て

な
し
た
。
し
か
し
、
自
身
の
生
活
は
質
素
で
、
食
事
は
慎
ま

し
く
、
毎
日
着
て
い
た
修
道
服
は
繕
い
を
重
ね
た
も
の
だ
っ

た
。

　
出
会
っ
た
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
何
を
お
い
て
も

弔
問
に
駆
け
付
け
、
残
さ
れ
た
家
族
を
慰
め
た
。
人
と
の

交
わ
り
を
大
切
に
し
た
そ
の
人
柄
は
、
幼
稚
園
、
教
会
の

み
な
ら
ず
、
広
く
地
域
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
た
。

　
一
九
五
三
年
に
来
日
し
、
二
〇
一
〇
（
平
成
22
）
年
１
月

28
日
帰
天
ま
で
の
五
七
年
間
、
宣
教
師
と
し
て
の
志
を
貫

き
、
一
度
も
帰
国
し
な
か
っ
た
。
最
後
ま
で
手
元
に
置
き
、

握
り
し
め
て
い
た
も
の
は
、
色
あ
せ
た
家
族
の
写
真
だ
っ

た
。
園
舎
が
見
え
る
教
会
の
部
屋
で
最
期
を
迎
え
、
ス
ペ

イ
ン
語
の
混
じ
る
言
葉
の
な
か
で
最
後
に
話
し
た
日
本
語

は
、「
み
ん
な
に
、
あ
り
が
と
う
」
だ
っ
た
。

　
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
葬
儀
に
は
、
幅
広
い
年
代
の
親
子
や
家

族
が
参
列
し
た
。「
家
族
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
」
と

い
う
教
え
が
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

　
帰
天
す
る
ま
で
に
送
り
出
し
た
卒
園
生
は
、
二
九
九
五

名
。
そ
の
後
も
卒
園
生
は
増
え
続
け
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
愛

情
と
精
神
は
、
今
も
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

(

望
月
清
泰
・
中
村
静
枝
・
井
出
美
生
・
林
さ
と
美)

　
　
　
写
真
提
供
：
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
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●
「
鎮
魂
の
碑
」　

　
東
京
都
文
京
区
の
東
京
ド
ー
ム
外
周
東
側
ゲ
ー
ト
前
に
、

第
二
次
世
界
大
戦
で
戦
死
し
た
職
業
（
プ
ロ
）
野
球
選
手

七
六
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
た「
鎮
魂
の
碑
」が
建
っ
て
い
る
。

碑
に
は
、
沢
村
賞
に
名
を
残
す
東
京
巨
人
軍
（
現
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
）
の
投
手
沢
村
栄
治
や
大
阪
タ
イ
ガ
ー
ス
（
現
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
）
の
強
打
者
景か

げ
う
ら
ま
さ
る

浦
将
な
ど
、
戦
前
の
職
業

野
球
人
を
代
表
す
る
選
手
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
こ
の
な
か
で
、
航
空
機
に
爆
弾
を
搭
載
し
て
敵
艦
隊
に

体
当
た
り
す
る
航
空
特
攻
で
亡
く
な
っ
た
選
手
が
二
人
い

る
。
一
人
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
20
）
年
５
月
11
日
、
海
軍

神し
ん
ぷ
う風
特
別
攻
撃
隊
第
五
筑つ
く
ば波
隊
と
し
て
鹿
児
島
県
鹿か
の
や屋
特

攻
基
地
（
現
鹿
屋
市
）
か
ら
出
撃
、
沖
縄
沖
で
特
攻
死
し

た
、
日
本
野
球
団
名
古
屋
軍
（
現
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
）
の
投

手
石
丸
進
一
。
も
う
一
人
が
、
陸
軍
特
別
攻
撃
隊
第
一
六
五

振し
ん
ぶ武
隊
と
し
て
、
６
月

６
日
に
鹿
児
島
県
知ち

ら
ん覧

特
攻
基
地
（
現
南
九
州

市
）
か
ら
出
撃
、
沖
縄

海
上
で
22
歳
の
生
涯
を

終
え
た
朝
日
軍
の
渡
辺

静
で
あ
る
。

●
小
諸
商
業
か
ら
朝
日
軍
へ

　
一
九
二
三
（
大
正
12
）
年
４
月
、
協
和
村
土つ

ち
は
や
し
林
（
現
佐
久

市
協
和
）
に
生
ま
れ
、
協
和
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
望
月

中
学
校
）
か
ら
進
学
し
た
小
諸
商
業
学
校
（
後
の
小
諸
商

業
高
校
、
現
小
諸
義
塾
高
校
）
で
四
番
打
者
と
し
て
活
躍

し
た
静
は
、
繰
り
上
げ
卒
業
後
の
昭
和
18
年
１
月
に
朝
日

軍
に
入
団
し
た
。
背
番
号
は
20
、選
手
登
録
は
投
手
で
あ
る
。

　
入
団
し
た
理
由
は
、
昭
和
16
年
の
全
国
選
抜
中
等
学
校

野
球
大
会
（
現
選
抜
高
校
野
球
大
会
）
で
優
勝
し
た
愛
知

県
東
邦
商
業
と
の
練
習
試
合
（
延
長
12
回
引
き
分
け
）
で

静
の
活
躍
を
知
っ
た
朝
日
軍
の
監
督
が
熱
心
に
勧
誘
し
た

こ
と
、
出
場
が
有
力
視
さ
れ
て
い
た
同
年
の
全
国
中
等
学

校
優
勝
大
会
（
現
全
国
高
校
野
球
大
会
）
が
「
支
那
事
変
」

以
降
の
戦
況
の
激
化
に
よ
り
中
止（「
幻
の
甲
子
園
」）と
な
っ

た
こ
と
、朝
日
軍
と
と
も
に
大
阪
専
門
学
校
（
現
近
畿
大
学
）

の
在
籍
（
商
科
・
一
期
生
）
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

徴
兵
検
査
が
迫
っ
て
い
た
静
に
と
っ
て
、
26
歳
ま
で
徴
兵
が

猶
予
さ
れ
る
大
学
・
専
門
学
校
に
在
籍
す
る
こ
と
は
魅
力

的
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
職
業
野
球
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
公
式
戦
で
の
出

場
は
わ
ず
か
二
試
合
に
終
わ
る
。
５
月
23
日
の
甲
子
園
球

場
で
の
大
和
と
、
７
月
６
日
の
後
楽
園
球
場
で
の
南
海
（
現

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
と
の
対
戦
で
、
い
ず
れ
も
投
手
で
は

な
く
、
代
打
で
の
出
場
で
あ
っ
た
。

●
学
徒
出
陣
と
「
最
後
の
野
球
」

　
昭
和
18
年
９
月
、
政
府
は
学
徒
に
対
す
る
徴
兵
猶
予
を

停
止
、
翌
月
に
は
徴
兵
適
齢
に
達
し
て
い
る
学
徒
に
臨
時

徴
兵
検
査
を
実
施
し
、
合
格
者
は
陸
海
軍
に
入
営
・
入
隊

さ
せ
る
と
発
表
し
た
。
学
徒
出
陣
で
あ
る
。

　
満
20
歳
を
過
ぎ
て
い
た
静
は
徴
兵
検
査
を
受
け
（
甲
種

合
格
）、
11
月
19
日
に
朝
日
軍
を
一
年
で
退
団
、
金
沢
の
東

部
第
四
九
部
隊
に
入
隊
す
る
。
翌
年
、
幹
部
候
補
生
試
験

と
陸
軍
特
別
操
縦
見
習
士
官
（
特と

く
そ
う操
）
に
合
格
し
た
。
特

操
は
、
繰
り
上
げ
卒
業
や
学
徒
出
陣
で
陸
軍
に
入
営
し
た

学
徒
を
短
期
間
で
航
空
機
搭
乗
員
に
養
成
す
る
制
度
で
、

各
地
の
飛
行
学
校
教
育
隊
で
の
訓
練
を
経
て
、
実
戦
部
隊

に
配
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
静
は
、
熊
谷
飛
行
学
校
相
模
教
育
隊
→
館た

て
ば
や
し林
教
育
隊
→

鹿
児
島
太た

ち
あ
ら
い

刀
洗
飛
行
学
校
知
覧
教
育
隊
→
太
刀
洗
飛
行
学

校
目め

た
ば
る

達
原
教
育
隊
を
経
て
、
昭
和
20
年
２
月
、
陸
軍
少
尉

に
任
官
し
た
。

特攻に散ったプロ野球選手

渡
わたなべ

辺　静
しずか

（1923 〜 1945）

　小諸商業学校の四番打者として活躍。職業（プロ）
野球朝日軍に入団するも、学徒出陣で陸軍に入営。
特別攻撃隊を志願し、第 165 振武隊として知覧特
攻基地から出撃、特攻死した。
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教
育
隊
で
の
訓
練
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
特
攻

出
撃
の
三
か
月
前
、
目
達
原
教
育
隊
で
開
催
さ
れ
た
部
隊

内
で
の
野
球
試
合
で
、
自
ら
投
手
を
志
願
し
た
静
の
ボ
ー

ル
を
誰
も
打
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
と
き
隊
員
は
静
が
元

職
業
野
球
選
手
だ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。
静
に
と
っ
て
こ
れ
が
「
最
後
の
野
球
」
と

な
っ
た
。

●
「
特
攻
隊
員
と
し
て
、
近
日
中
に
出
撃
し
ま
す
」

　
昭
和
20
年
３
月
６
日
、
静
は
特
別
攻
撃
隊
に
「
志
願
」、

５
月
５
日
、
陸
軍
明
野
教
導
飛
行
師
団
（
現
伊
勢
市
）
で

編
成
さ
れ
た
第
一
六
五
振
武
隊
員
と
な
る
。
隊
員
は
い
ず
れ

も
特
操
二
期
生
で
、
う
ち
一
人
は
小
川
村
出
身
で
上
田
蚕さ

ん
し糸

専
門
学
校
（
現
信
州
大
学
繊
維
学
部
）
か
ら
学
徒
出
陣
し

た
和
田
照
次
で
あ
っ
た
。

　
５
月
16
日
、
静
は
帰
省
し
た
。
常ひ

た
ち陸
教
導
飛
行
師
団
（
現

ひ
た
ち
な
か
市
）
で
受
け
取
る
予
定
で
あ
っ
た
特
攻
機
が
一

機
不
足
し
た
た
め
、
抽
選
で
漏
れ
た
静
が
、
明
野
教
導
飛

行
師
団
に
帰
隊
す
る
途
中
に
生
家
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ

る
。

　
将
校
の
制
服
に
長
い
軍
刀
を
携
え
て
現
れ
た
静
は
、
両

親
や
長
兄
、
帰
郷
し
て
い
た
弟
を
前
に
、「
自
分
は
、
特
別

攻
撃
隊
と
し
て
、
近
日
中
に
出
撃
し
ま
す
」
と
述
べ
た
と
い

う
。

　
６
月
４
日
、
出
撃
命
令
が
下
る
が
、
沖
縄
の
天
候
不
良

に
よ
り
中
止
。
同
日
の
日
記
に
は
「
今
日
も
生
命
が
生
延
び

た
か
、
此
の
世
の
中
に
居
る
日
、
死
が
に
ぶ
る
、
心
が
残
る
。

一
日
も
早
く
沖
縄
へ
参
り
た
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
二
日
後
の
６
日
、
午
後
１
時
30
分
、
負
傷
入
院
中
の
隊

長
を
除
く

五
名
は
、
三

式
戦
闘
機

「
飛ひ

え
ん燕
」
に

二
五
〇
㎏
爆

弾
を
搭
載
し

て
知
覧
特
攻
基
地
か
ら
出
撃
、
全
員
が
沖
縄
西
方
海
上
の

敵
艦
船
群
に
突
入
、
特
攻
死
し
た
。
出
撃
の
様
子
は
、
13

日
付
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
で
報
道
さ
れ
た
。

●
「
野
球
生
活 

八
年
間
」

　
静
は
、
遺
族
が
戦
後
、
表
紙
に
「
思
ひ
出　
静
」
と
書

い
た
ノ
ー
ト
に
、
５
月
30
日
か
ら
出
撃
ま
で
の
心
境
や
両
親

へ
の
遺
書
を
記
し
た
「
日
記
」
を
残
し
て
い
る
。
戦
後
、
他

の
遺
品
と
と
も
に
、
滋
賀
県
八
日
市
飛
行
場
か
ら
遺
族
に

届
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
「
海
ゆ
か
ば
」
の
歌
、
次
の
ペ
ー
ジ
に

両
親
・
兄
弟
の
名
前
、
そ
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
集
落
、
国
民
学

校
、
神
社
、
蓼
科
山
、
麓
の
協
和
牧
場
な
ど
協
和
村
の
地

図
を
万
年
筆
で
細
か
く
書
い
て
い
る
。

　
そ
し
て
、「
忠
孝
一
本　
一
機
一
艦　
体
当
り　
轟
沈
」、

「
い
ざ
征
か
ん　
雨
も
風
を
も　
乗
越
へ
て　
沖
縄
の
玉
と

砕
け
ん
」
と
い
う
時
世
の
歌
の
次
に
、「
野
球
生
活　
八
年

間　
わ
が
心　
鍛
へ
く
れ
に
し　
野
球
か
な　
日
本
野
球

団　
朝
日
軍　
渡
辺
静
」
と
書
い
た
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
「
野
球
生
活　
八
年
間
」
と
は
、
北
佐
久
郡
小
学
校
野
球

大
会
で
優
勝
し
た
協

和
尋
常
高
等
小
学
校

二
年
か
ら
、「
最
後

の
野
球
」
ま
で
の
八

年
間
を
指
す
も
の
と

思
わ
れ
る
。
静
の
野

球
生
活
の
原
点
は
、

故
郷
で
あ
る
協
和
村

で
あ
っ
た
。

　
知
覧
特
攻
基
地
か

ら
出
撃
し
た
特
攻
隊
員
の
写
真
・
遺
書
・
手
紙
・
遺
品
な

ど
を
展
示
す
る
知
覧
特
攻
平
和
会
館
（
現
南
九
州
市
）
の

コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
日
記
」
や
父
へ
の
手
紙
の
コ
ピ
ー
、
朝

日
軍
時
代
の
バ
ッ
ト
、
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
な
ど
、
静
の
遺

品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（
伊
藤
純
郎
）

参
考
文
献

中
島
正
直
『
白
球
に
か
け
た
青
春　
陸
軍
特
攻
隊
員　
渡
辺
静
』

櫟
、
一
九
八
六
年

伊
藤
純
郎
『
航
空
特
攻
隊　
空
に
散
っ
た
信
州
人
』
信
濃
毎
日
新

聞
社
、
二
〇
二
四
年
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●
ピ
ア
ノ
へ
の
憧
れ

　
佐
々
木
（
旧
姓
中
澤
）
方
子
は
、
一
九
二
四
（
大
正
13
）

年
、
常
和
村
（
現
佐
久
市
常
和
）
出
身
の
父
睦
次
郎
と
平

賀
村
（
現
佐
久
市
平
賀
）
出
身
の
母
か
ず
の
間
に
７
人
き
ょ

う
だ
い
の
長
女
と
し
て
神
戸
に
生
ま
れ
た
。
父
が
兵
庫
県

立
第
一
神
戸
中
学
校（
現
兵
庫
県
立
神
戸
高
校
）の
教
員
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
神
戸
市
東ひ

が
し
な
だ灘
区
の
前
身
、
御
影
町
で
９
歳

ま
で
過
ご
し
た
。
音
楽
好
き
の
母
の
影
響
も
あ
り
、
自
ら

望
ん
で
７
歳
か
ら
先
生
に
つ
い
て
ピ
ア
ノ
を
習
い
、
早
く
か

ら
才
能
を
開
花
さ
せ
た
。
父
の
転
勤
に
伴
い
15
歳
ま
で
新

潟
県
新し

ば

た
発
田
市
で
過
ご
し
、
昭
和
14
年
、
新
潟
県
立
新
発

田
高
等
女
学
校
（
現
新
潟

県
立
西
新
発
田
高
校
）
３

年
の
秋
、
上
田
高
等
女
学

校
（
現
上
田
染
谷
丘
高
校
）

に
転
校
し
た
。
ピ
ア
ノ
の

先
生
よ
り
先
に
曲
が
弾
け

て
し
ま
う
方
子
に
は
近
隣

に
適
切
な
先
生
が
見
つ
か
ら
ず
、
転
居
後
も
新
発
田
へ
レ
ッ

ス
ン
に
通
っ
た
。
そ
の
後
武
蔵
野
音
楽
学
校
（
現
武
蔵
野
音

楽
大
学
）
で
一
年
間
学
び
、
東
京
音
楽
学
校
（
現
東
京
芸
術

大
学
）
師
範
科
に
入
学
。
戦
時
下
だ
っ
た
が
、
卒
業
後
も
つ

な
が
り
を
も
ち
続
け
た
多
く
の
仲
間
と
出
会
う
。

●
八は

ち
め
ん
ろ
っ
ぴ

面
六
臂
の
子
育
て
時
代

　
音
楽
学
校
卒
業
の
翌
昭
和
21
年
４
月
、
長
野
女
子
商
業

学
校
（
現
長
野
商
業
高
校
）
に
赴
任
。
５
月
、
復
員
し
た

ば
か
り
で
社
会
科
教
員
と
な
る
佐
々
木
利
雄
と
結
婚
、
臼

田
町
（
現
佐
久
市
下
越
）
に
移
り
住
む
。
音
楽
学
校
出
身

の
方
子
へ
の
期
待
は
大
き
く
、
佐
久
の
教
員
に
請
わ
れ
、
結

婚
後
間
も
な
い
７
月
か
ら
23
年
４
月
ま
で
の
約
二
年
間
、
臼

田
高
等
女
学
校
・
臼
田
高
校
（
現
佐
久
平
総
合
技
術
高
校

臼
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）に
勤
務
。「
終
戦
後
の
何
も
な
い
時
代
に
、

若
く
モ
ダ
ン
な“
佐
々
木
先
生
”は
女
学
生
の
憧
れ
だ
っ
た
。

当
時
教
わ
っ
た
“
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
”
は
今
で
も
ク
ラ
ス

会
の
度
に
皆
の
口
に
の
ぼ
る
と
い
う
」（
平
成
３
年
７
月
28

日
付
『
東
信
よ
み
コ
ミ
』）。

　
昭
和
25
年
３
月
か
ら
27
年
３
月
ま
で
の
二
年
間
は
野
沢

北
高
校
に
勤
務
。『
岳
南
会
ニ
ュ
ー
ス
』
第
10
号
（
平
成
12

年
１
月
１
日
）
に
よ

る
と
、
昭
和
26
年
11

月
に
東
京
で
開
か
れ

た
「
全
日
本
学
生
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
日

本
大
会
」
に
音
楽
班

を
県
代
表
と
し
て
出

場
さ
せ
、「
初
の
女
性

教
師
と
な
っ
た
佐
々

木
方
子
先
生
指
導
の
も
と
に
、
音
楽
班
は
め
ざ
ま
し
い
活

躍
を
み
せ
た
」
と
い
う
。

　
昭
和
22
年
４
月
に
出
産
し
た
長
女
に
続
く
年
子
三
人
を

含
む
四
人
の
子
ど
も
を
生
み
育
て
、
戦
後
の
混
乱
期
の
た

め
一
一
人
に
膨
れ
上
が
っ
た
家
族
の
世
話
を
し
、
農
業
を
手

伝
い
な
が
ら
、
学
校
で
は
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
る
と

い
う
八
面
六
臂
の
子
育
て
時
代
で
あ
っ
た
。

●
厳
し
く
や
さ
し
い
ピ
ア
ノ
指
導

　
高
校
退
職
後
の
昭
和
27
年
、
方
子
28
歳
の
と
き
、
子
育

て
と
義
父
母
の
介
護
に
追
わ
れ
る
な
か
、
自
宅
で
ピ
ア
ノ
教

室
を
開
始
し
た
。「
当
時
佐
久
地
方
に
は
教
室
が
な
く
、
同

地
方
一
円
か
ら
生
徒
が
通
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
教
え
た

生
徒
の
数
は
数
百
人
、
こ
の
う
ち
一
五
〇
人
く
ら
い
は
音
楽

大
学
へ
進
ん
だ
と
い
う
」（
平
成
３
年
８
月
11
日
付
『
信
濃

毎
日
新
聞
』）。

　
ピ
ア
ノ
教
室
の
生
徒
は
、「
佐
々
木
先
生
は
怖
か
っ
た
」

佐久の音楽の裾野を広げた
ピアノ教師

佐
さ さ き

々木　方
ま さ こ

子
（1924 〜 2000）

　高校の音楽教師を勤めた後、自宅でピアノと声
楽を多くの子どもたちに教えた。「音楽を専門的に
学ぶなら佐々木先生」と言われ、国内外で活躍す
る教え子を数多く輩出し、佐久の音楽の裾野を大
きく広げた。
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と
口
を
揃
え
る
。
練
習
を
さ
ぼ
る
と
容
赦
な
く
し
か
ら
れ

た
。
特
に
受
験
生
の
指
導
に
は
心
血
を
注
ぎ
、
課
題
が
で

き
る
ま
で
熱
心
に
教
え
た
。
年
明
け
に
な
る
と
毎
日
の
よ

う
に
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
、と
き
に
は
自
宅
に
泊
ま
ら
せ
た
り
、

夫
の
利
雄
が
英
語
な
ど
を
教
え
た
り
し
て
支
援
し
た
と
い

う
。「
音
大
受
験
の
前
は
ト
ン
カ
ツ
を
作
っ
て
食
べ
さ
せ
て

く
れ
た
」「
試
験
に
出
そ
う
な
問
題
を
思
い
出
し
て
臼
田
駅

ま
で
走
っ
て
き
て
教
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
見
事
的
中
」
な

ど
、
情
熱
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
事
欠
か
な
い
。

　
桐と

う
ほ
う朋
学
園
大
学
や
小
諸
高
校
音
楽
科
の
元
講
師
で
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
小
澤
英
世
は
、
方
子
に
弟
子
入
り
し
た
小
学
生
の

こ
ろ
の
思
い
出
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
中
間
部
で
激
し
い
曲
想
に
な
る
ハ
イ
ド
ン
を
弾
い
た
と　

　
き
、
ち
ょ
う
ど
激
し
い
雷
雨
に
な
っ
た
。「
ほ
ら
、
あ
な　

　
た
が
嵐
を
呼
ん
だ
の
よ
！
」
と
幼
子
を
喜
ば
せ
輝
か
せ

　
て
く
れ
た
。
直
観
的
に
ひ
ら
め
く
人
。
大
事
な
こ
と
を　

　
決
し
て
見
逃
さ
な
い
先
生
だ
っ
た
。

　
桜お

う
び
り
ん

美
林
大
学
教
授
で
オ
ペ
ラ
歌
手
の
小
林
玲
子
は
、
ピ

ア
ノ
か
ら
歌
の
道
に
進
ん
だ
経
緯
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　
「
音
大
に
行
く
な
ら
佐
々
木
先
生
」
の
言
葉
ど
お
り
高
１　

　
で
門
を
た
た
い
た
と
き
、「
弾
き
方
が
な
っ
て
い
な
い
、　

　
帰
り
な
さ
い
」
と
。
す
ご
す
ご
と
玄
関
に
向
か
っ
た
と　

　
き
「
い
い
体
格
し
て
る
、
い
い
声
出
そ
う
ね
」
と
発
声
を　

　
み
て
く
れ
、「
声
楽
な
ら
行
け
る
わ
よ
」
と
。
そ
の
後
東　

　
京
の
先
生
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
が
、
学
費
が
大
変
で　

　
あ
る
こ
と
を
こ
ぼ
す
と
、「
ど
ろ
ぼ
う
に
盗
ら
れ
な
い『
本　

　
物
』
を
身
に
着
け
な
さ
い
」
と
言
っ
て
両
親
の
迷
い
も

　
断
ち
切
っ
て
く
れ
た
。

　
こ
う
し
た
出
会
い
に
よ
り
小
林
は
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
界

で
活
躍
す
る
歌
手
と
な
り
、
後
進
に
も
道
を
開
い
た
。

　
一
方
、
方
子
に
見
出
さ
れ
て
声
楽
（
テ
ノ
ー
ル
）
の
道

に
進
み
、
方
子
か
ら
多
く
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
世
に
出

し
た
名
古
屋
芸
術
大
学
元
教
授
・
中
島
基
晴
は
、「
大
学
で

多
く
の
学
生
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、

（
中
略
）
先
生
の
教
育
法
が
知
ら
ぬ
間
に
私
の
遺
伝
子
に
入

り
込
み
、『
厳
し
さ
と
や
さ
し
さ
を
持
っ
て
指
導
に
あ
た
れ
』

と
い
つ
で
も
言
っ
て
い
ま
す
」
と
記
し
て
い
る
（『
佐
々
木

方
子
先
生
追
悼
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
平
成
14
年
11
月
24

日
）。

●
合
唱
文
化
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献

　
方
子
は
、
地
域
の
合
唱
団
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
、
昭

和
29
年
11
月
、「
田
口
村
青
年
団
合
唱
班
」
を
県
１
位
に
導

い
た
。
昭
和
34
年
、
方
子
の
指
導
を
受
け
た
野
沢
北
高
校

音
楽
班
の
メ
ン
バ
ー
が
母
体
と
な
っ
て「
Ｆ
Ｆ
ソ
サ
エ
テ
ィ
」

が
結
成
さ
れ
、
男
性
合
唱
団
と
し
て
「
佐
久
市
民
コ
ー
ラ
ス

ま
つ
り
」
に
参
加
す
る
な
ど
長
く
活
動
し
た
。

　
昭
和
48
年
か
ら
60
年
ま
で
の
一
二
年
間
は
、「
臼
田
合
唱

団
」（
現
ク
ワ
イ
ア
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
）
の
指
導
に
情
熱
を
注

い
だ
。『
ク
ワ
イ
ア
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
創
立
50
周
年
記
念
誌
』（
令

和
６
年
８
月
）
に
は
、「
コ
ー
ル
ユ
ー
ブ
ン
ゲ
ン
み
た
い
な

専
門
的
な
こ
と
を
教
わ
っ
て
、
や
れ
ば
も
っ
と
う
ま
く
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
皆
に
意
欲
が
湧
い
て
き
た
」
と
現
在

の
メ
ン
バ
ー
が
方
子
の
指
導
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
方
子
は
、
佐
久
地
方
の
合
唱
文
化
の
発
展
に
も

大
き
く
貢
献
し
た
。

●
音
楽
へ
の
情
熱
を
貫
い
て

　

昭
和
32
年
「
佐
々
木

方
子
門
下
生
第
一
回
音
楽

会
」
以
後
、
四
四
年
連
続

し
て
発
表
会
を
開
催
。
毎

回
多
く
の
生
徒
と
卒
業
生

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組

ま
れ
、
睡
眠
時
間
を
削
っ

て
準
備
に
あ
た
っ
た
。
特

に
、
昭
和
59
年
の
「
還
暦

祝
記
念
音
楽
会
」
に
は
生
徒
五
四
人
と
卒
業
生
一
七
人
の

総
勢
七
一
人
が
中
込
市
民
会
館
に
集
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

大
判
三
つ
折
り
と
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　
夫
の
介
護
を
終
え
た
二
年
後
の
平
成
12
年
夏
、
第
四
四

回
音
楽
会
の
後
体
調
が
悪
化
し
入
院
。
11
月
の
一
時
退
院

の
際
は
、
験
生
を
呼
ん
で
指
導
す
る
な
ど
最
後
ま
で
情
熱

を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、「
真
面
目
に
よ
く
働

い
た
わ
ね
」
の
言
葉
を
残
し
て
12
月
5
日
に
七
六
年
の
生

涯
を
閉
じ
た
。
奇
し
く
も
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
命
日
で
あ
っ

た
。

（
柳
澤
礼
子
）

　
写
真
提
供
：
佐
々
木
充
氏
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●
志
へ
の
共
感
で
結
ば
れ
る
「
志
縁
」　

　
蓼
科
山
を
望
む
佐
久
市
望
月
の
丘
の
上
に
、
も
ろ
さ
わ

よ
う
こ
（
両
澤
葉
子
）
が
、
全
国
の
賛
同
者
と
と
も
に
開
設

し
た
交
流
拠
点
「
志し

え
ん縁
の
苑そ
の
」
は
あ
る
。
一
九
八
二
（
昭
和

57
）
年
に
「
歴
史
を
拓ひ

ら
く
は
じ
め
の
家
」
と
し
て
設
け
ら
れ
、

二
〇
一
三
（
平
成
25
）
年
に
現
在
の
名
称
に
改
め
ら
れ
た
。

単
な
る
施
設
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
思
で
参

加
し
、
そ
の
関
わ
り
方
も
自
身
で
考
え
る
こ
と
を
原
則
に
、

地
縁
や
血
縁
に
依
ら
ず
、
志
や
生
き
方
へ
の
共
感
で
結
ば

れ
る
「
志
縁
」
を
育
ん
で
き
た
。

　
「
は
じ
め
の
家
」
は
、
物
が
豊
か
に
な
り
、
暮
ら
し
も
便

利
に
な
っ
た
も
の
の
、

環
境
破
壊
が
進
み
、
人

間
が
利
益
の
対
象
と
し

て
扱
わ
れ
、
人
間
関
係

が
や
せ
細
る
社
会
へ
の

鋭
い
批
判
か
ら
、「
愛

に
み
ち
て
歴
史
を
ひ
ら

き
、
こ
こ
ろ
華
や
ぐ
自

立
を
生
き
る
」
と
い
う

理
念
を
掲
げ
た
。
愛
と
は
他
者
の
痛
み
を
自
分
の
痛
み
と

し
、
そ
れ
を
な
く
す
こ
と
。
歴
史
を
拓
く
と
は
、
人
々
の
過

去
の
体
験
に
学
び
、
そ
の
知
恵
を
暮
ら
し
に
生
か
し
て
、
心

豊
か
に
交
流
で
き
る
暮
ら
し
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
資
本

主
義
を
始
め
既
成
の
価
値
観
に
代
わ
る
新
し
い
も
の
を
生

み
だ
そ
う
と
す
る
思
想
運
動
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。

●
「
男
な
ら
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ

　
よ
う
こ
は
、
一
九
二
五
（
大
正
14
）
年
２
月
13
日
、
本
牧

村
（
現
佐
久
市
望
月
）
の
養よ

う
さ
ん蚕
農
家
に
生
ま
れ
た
。
乳う

ば母
車

が
あ
る
よ
う
な
裕
福
な
家
だ
っ
た
が
、
父
は
遊
び
好
き
で
、

料
亭
に
入
り
浸
っ
た
。
父
と
母
の
仲
は
悪
く
、
貧
し
く
て
も

仲
の
良
い
家

庭
が
う
ら
や

ま
し
か
っ
た
。

女
性
は
結
婚

し
て
、
出
産

し
、
子
育
て

す
る
の
が
「
一
人
前
」
の
時
代
だ
っ
た
。
母
の
よ
う
に
男
に

振
り
回
さ
れ
る
生
き
方
は
し
た
く
な
い
と
誓
い
、
苦
学
し

て
医
師
に
な
っ
た
南
佐
久
郡
出
身
の
竹
内
茂
代
に
憧
れ
た
。

　
小
学
生
の
あ
る
夏
休
み
の
こ
と
だ
っ
た
。
母
の
実
家
で
風

呂
用
の
水
く
み
を
し
て
い
る
と
、
祖
父
が
「
女
が
空
バ
ケ
ツ

を
振
り
回
し
て
、
鼻
歌
を
歌
っ
て
歩
く
と
は
何
事
か
！
」
と

怒
鳴
っ
て
駆
け
寄
り
、
よ
う
こ
の
頬
を
打
っ
た
。
周
り
の
大

人
た
ち
も
、臆
せ
ず
意
見
を
は
っ
き
り
言
う
よ
う
こ
に
、「
あ

な
た
は
男
に
生
ま
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
」と
よ
く
言
っ
た
。「
ど

う
し
て
女
で
は
い
け
な
い
の
？
」。
周
り
の
大
人
た
ち
の
言

葉
が
、
よ
う
こ
の
胸
に
「
女
と
は
何
か
」
と
い
う
疑
問
の
種

を
ま
い
た
。

　
世
界
的
な
不
況
で
養
蚕
業
が
打
撃
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
、
本
牧
尋
常
高
等
小
学
校
６
年
の
２
学
期
を
終
え
て
生

地
を
離
れ
て
、
埼
玉
の
開
業
医
宅
に
身
を
寄
せ
て
高
等
小

学
校
を
卒
業
し
た
。
働
き
な
が
ら
独
学
で
勉
強
を
続
け
、

一
九
四
二
（
昭
和
17
）
年
に
難
関
の
専
門
学
校
入
学
者
検
定

に
合
格
。
一
九
四
五（
昭
和
20
）年
３
月
の
東
京
大
空
襲
後
、

帰
郷
し
た
。
疎
開
し
て
き
た
陸
軍
士
官
学
校
生
徒
隊
本
部

の
筆
生
（
事
務
員
）
と
な
り
、
20
歳
で
敗
戦
を
迎
え
た
。

●
言
葉
の
中
身
を
生
き
る

　

戦
時
中
、
国
の
た
め
に
命
を
懸
け
る
覚
悟
を
し
た
が
、

敗
戦
で
価
値
観
が
一
変
し
た
。
権
力
の
側
が
打
ち
出
す
言
葉

は
「
ど
ん
な
に
す
て
き
な
言
葉
で
も
、
そ
の
意
図
は
何
か
を

自
分
で
検
証
し
な
い
う
ち
は
う
な
ず
か
な
い
」。
そ
う
決
意

し
、
再
び
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
平
和
憲
法
を
道
し
る
べ

女性史研究家で、
人間解放を唱えた思想家

もろさわ ようこ
（1925 〜 2024）

　1960 年代からジェンダー視点で歴史を掘り起
こし、『信濃のおんな』は地域女性史研究の先駆け
として評価される。「歴史を拓くはじめの家」を開
設し、志を同じくする人々との「志縁」による人間
解放を唱え、実践した。
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（両澤 葉子）

（撮影・宮坂雅紀）
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に
、
自
ら
の
言
葉
に
責
任
を
も
っ
て
戦
後
を
歩
み
始
め
た
。

　
上
田
市
の
印
刷
所
、
北
信
毎
日
新
聞
の
記
者
、
鐘
ヶ
淵

紡
績
丸
子
工
場
で
働
く
女
性
労
働
者
ら
の
企
業
内
学
院
「
鐘

紡
丸
子
高
等
文
化
学
院
」
で
国
語
を
教
え
る
教
員
を
経
て
、

一
九
四
九
（
昭
和
24
）
年
に
上
京
す
る
。
一
九
五
〇
年
代
に

は
女
性
参
政
権
の
実
現
に
尽
力
し
た
市
川
房
枝
に
見
出
さ

れ
て
、『
月
刊
婦
人
展
望
』（
現
『
女
性
展
望
』）
編
集
の
中

心
的
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
の
思
想
家
・

哲
学
者
の
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
に
影
響
を
受
け
て
、
女
性
で

あ
る
が
ゆ
え
の
生
き
が
た
さ
や
葛か

っ
と
う藤
を
ま
と
め
た
一
作
目
の

『
お
ん
な
の
歴
史
』を
一
九
六
五（
昭
和
40
）年
に
出
版
し
た
。

　
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
、
期
待
さ
れ
る
「
男
ら
し

さ
」「
女
ら
し
さ
」
と
い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
概
念
が
一
般

的
で
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、
男
女
と
も
に
社
会
的
・
文
化
的

に
つ
く
ら
れ
た
性
差
別
構
造
を
生
き
て
い
る
と
鋭
く
批
判

し
て
人
間
解
放
を
求
め
た
。
女
性
を
指
す
言
葉
と
し
て
「
婦

人
」
が
一
般
的
だ
っ
た
一
九
六
〇
年
代
、
蔑べ

っ
し視
的
で
も
あ
っ

た
「
お
ん
な
」
を
あ
え
て
使
っ
て
女
性
差
別
を
見
据
え
、
差

別
が
生
ま
れ
る
構
造
を
問
う
た
。
信
濃
毎
日
新
聞
に
連
載

し
た
長
野
県
の
女
性
通
史
「
信
濃
の
お
ん
な
」（
一
九
六
六

年
６
月
～
六
八
年
８
月
）
を
ま
と
め
た
『
信
濃
の
お
ん
な
』

（
一
九
六
九
年
）
で
第
二
三
回
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し

て
注
目
を
集
め
、
地
域
女
性
史
の
先
駆
け
と
評
価
さ
れ
た
。

女
性
史
で
ア
ジ
ア
へ
の
侵
略
戦
争
を
支
え
た
日
本
女
性
の

戦
争
責
任
を
巡
る
議
論
が
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
本
格

化
す
る
以
前
に
、女
性
の
共
犯
性
を
指
摘
。『
お
ん
な・部
落・

沖
縄
』
な
ど
市し

せ
い井
に
生
き
る
生
活
者
の
視
点
か
ら
女
性
と

社
会
の
関
わ
り
を
考
察
し
て
い
る
。

●
自
分
を
新
し
く
し
て
歴
史
を
拓
く

　
「
は
じ
め
の
家
」
に
続
き
、
沖
縄
県
の
女
性
の
祭さ

い
し祀
に

女
性
史
の
原
点
を
見
出
し
、
一
九
九
四
（
平
成
６
）
年
に

平
和
と
沖
縄
の
生
活
文
化
を
学
ぶ
拠
点
「
う
ち
な
ぁ
」
を

玉た
ま
ぐ
す
く
そ
ん

城
村
（
現
南
城
市
玉
城
）
に
、
一
九
九
八
（
平
成
10
）
年

に
部
落
差
別
な
ど
人
権
問
題
に
向
き
合
う
「
よ
み
が
え
り

の
家
」
を
高
知
市
に
設
け
た
。
こ
れ
ら
は
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
体
験
を
通
し
て
社
会
問
題
を
考
え
、
語
り
合
う
な

か
で
、参
加
者
自
身
の
生
き
方
を
問
い
直
す
場
だ
っ
た
。「
だ

め
と
言
う
に
は
新
し
い
も
の
を
つ
く
り
だ
し
て
初
め
て
否

定
に
な
る
」。
生
涯
を
懸
け
た
実
践
と
な
る
。

　
一
連
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、
二
〇
〇
五
（
平
成
17
）
年

に
第
一
二
回
信
毎
賞
を
受
賞
し
た
。
よ
う
こ
は
、
理
不
尽

な
差
別
に
苦
し
み
な
が
ら
も
懸
命
に
生
き
る
人
を
念
頭
に
、

他
者
の
痛
み
を
な
く
す
た
め
に
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
「
人
が
生
き
る
」
こ
と
で
あ
る
と
訴
え
続
け
た
。

　
亡
く
な
る
数
年
前
ま
で
佐
久
と
沖
縄
、
高
知
を
行
き
来

し
て
暮
ら

し
、
思
索

を
深
め
た
。

家
制
度
を

基
準
に
し

た
風
俗
か

ら
抜
け
出
す
た
め
、
二
〇
一
三
（
平
成
25
）
年
に
一
般
財

団
法
人
「
志
縁
の
苑
」
を
設
立
し
、
自
分
名
義
の
建
物
や

土
地
を
法
人
に
寄
付
し
た
。「
生
き
て
い
る
限
り
は
自
分
を

新
し
く
し
て
い
か
な
き
ゃ
。
自
己
解
体
し
な
い
で
、
言
葉

だ
け
新
し
い
も
の
を
求
め
て
も
、
ち
っ
と
も
歴
史
は
動
か

な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
を
新
し
く
し
て
い
く
と
き
が
、

歴
史
が
新
し
く
な
る
と
き
だ
と
思
う
」。
自
ら
の
言
葉
の

と
お
り
、
学
び
、
書
き
、
人
と
語
り
合
い
続
け
た
人
生
は
、

二
〇
二
四（
令
和
６
）年
２
月
29
日
に
そ
の
幕
を
下
ろ
し
た
。

よ
う
こ
の
志
を
つ
な
ぐ
人
た
ち
は
「
志
縁
の
苑
」
を
は
じ

め
各
地
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。

（
河
原
千
春
）

参
考
文
献

も
ろ
さ
わ
よ
う
こ
『
お
ん
な
ろ
ん
序
説
』
未
来
社
、
一
九
八
一
年

『
新
編
お
ん
な
の
戦
後
史
』
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
二
一
年

佐
藤
文
香
・
伊
藤
る
り
編
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
を
継
承
す
る
』
人

文
書
院
、
二
〇
一
七
年

河
原
千
春
編
著
『
志
縁
の
お
ん
な
―
―
も
ろ
さ
わ
よ
う
こ
と
わ
た

し
た
ち
』
一
葉
社
、
二
〇
二
一
年
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●
松
原
湖
畔
で
誕
生　

　
原
田
（
旧
姓
畠
山
）
岸
子
は
、
一
九
二
六
（
大
正
15
）
年

４
月
３
日
、
北
牧
村
（
現
南
佐
久
郡
小
海
町
）
に
、
後
に
北

牧
村
村
長
と
な
る
父
賀い

わ
い、
母
き
さ
お
の
八
人
き
ょ
う
だ
い

の
一
人
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
。
松
原
湖
の
湖
水
の
岸
で
生
ま

れ
た
と
い
う
理
由
で
、
父
が
「
岸
子
」
と
命
名
し
た
。

　
昭
和
７
年
、
北
牧
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
小
海
小
学
校
）

松
原
分
教
場
に
入
学
し
、
５
年
生
か
ら
二
年
間
、
片
道
六

㎞
離
れ
た
本
校
に
通
っ
た
。
父
は
、
女
性
も
教
育
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
母
は
、
岸

子
の
帰
り
が
遅
く
な
る
と
提ち

ょ
う
ち
ん灯を
点
け
迎
え
に
立
っ
て
い

て
く
れ
た
。

●
女
学
校
時
代

　
小
学
校
卒
業
後
、
野
沢
高
等
女
学
校
（
現
野
沢
南
高
校
）

に
進
学
し
た
。
岸
子
は
、後
年
、女
学
校
時
代
の
思
い
出
を
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
精
神
修
行
の
面
で
自
分
を
支

え
て
く
れ
た
授
業
が
あ
る
。
毎
週
水
曜
日
３・４
時
間
目
二

時
間
続
き
の
職
員
・
生
徒
に
よ
る
坐ざ

ぜ
ん禅
の
時
間
で
あ
る
。
礼

法
室
で
無
我
の
境
に
な
り
50
分
経
過
す
る
と
『
般は

ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

若
心
経
』

を
唱
え
、
校
長
の
説
教
と
続
く
。
今
の
生
徒
に
は
通
用
し

な
い
と
思
う
が
こ
の
よ
う
な
経
験
も
長
い
人
生
道
中
に
は

必
要
で
あ
る
。
学
問
で
は
学
び
得
な
い
『
根
性
』
づ
く
り

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
」（『
野
沢
南
高
校
新
聞
』第
90
号
、

昭
和
49
年
３
月
３
日
発
行
）。

　
昭
和
16
年
、
高
等
女
学
校
の
２
年
生
の
と
き
、
太
平
洋

戦
争
が
始
ま
っ
た
。
岸
子
は
、
女
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
と

い
う
夢
を
も
っ
て
い
た
が
、
運
動
が
得
意
だ
っ
た
こ
と
か
ら

体
育
教
師
の
進
路
を
選
択
し
た
。

　
戦
争
真
っ
た
だ
中
の
昭
和
18
年
、
日
本
女
子
体
育
専
門

学
校
（
現
日
本
女
子
体
育
大
学
）
専
門
専
修
科
二
年
制
に

入
学
し
東
京
で
の
寄
宿
舎
暮
ら
し
を
始
め
る
。
一
緒
に
入
学

し
た
同
期
生
の
多
く
は
、
疎
開
の
た
め
実
家
に
帰
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
も
卒
業
し
な
く
て
は
親
に

申
し
訳
な
い
と
学
業
に
励
ん
だ
。
昭
和
20
年
３
月
に
卒
業

し
、
体
育
教
員
の
免
許
状
を
取
得
し
た
。

●
新
体
操
指
導
者
と
し
て
の
教
師
生
活

　
昭
和
21
年
４
月
飯
田
市
立
高
等
女
学
校
（
現
飯
田
風
越

高
校
）
の
体
育
教
師
と
し
て
赴
任
、
昭
和
22
年
か
ら
母
校

で
あ
る
野
沢
高
等
女
学
校
へ
転
勤
し
、
昭
和
25
年
岩
村
田

高
校
、
昭
和
36
年
小
諸
高
校
（
現
小
諸
義
塾
高
校
）
と
歴

任
し
た
。
小
諸
高
校
時
代
に
は
体
操
部
の
顧
問
と
し
て
新

体
操
の
前
身
と
な
る
団
体
徒
手
体
操
を
組
み
入
れ
た
。
昭

和
43
年
の
全
日
本
学
生
新
体
操
選
手
権
大
会
か
ら
正
式
に

「
新
体
操
」
の
名
称
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
昭
和
45
年
４
月
、
再
び
野
沢
南
高
校
に
赴
任
し
、
本
格

的
に
新
体
操
の
指
導
に
力
を
入
れ
、
国
民
体
育
大
会
（
現

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
へ
の
出
場
を
目
指
し
た
。　

　
新
体
操
の
基
礎
も
練
習
方
法
も
分
か
ら
な
か
っ
た
岸
子

だ
っ
た
が
、
東
京
の
新
体
操
強
豪
大
学
に
指
導
法
を
学
び

に
赴
き
、
自
分
で
創
意
工
夫
を
す
る
な
ど
し
て
、
生
徒
の
競

技
力
向
上
、
人
間
性
育
成
に
励
ん
だ
。
岸
子
自
身
の
負
け

ず
嫌
い
な
性
格

も
あ
り
、
他
校

に
負
け
な
い
強

い
意
志
が
伝
わ

る
指
導
を
実
践

し
た
。
授
業
の

際
は
、
佐
久
言

葉
を
上
手
に
操

り
、
緊
張
感
も

あ
り
な
が
ら
、

笑
い
が
起
こ
る

明
る
い
先
生
で

やまびこ国体 3 位入賞に
導いた新体操指導者

原
は ら だ

田 　岸
き し こ

子
（1926 〜 2014）

　野沢南高校ほか長年新体操部の指導者を務め、監督と
して昭和53 年やまびこ国体長野県少年女子チームを第 3
位入賞に導いた。自他ともに厳しく人を伸ばす指導法や、
明るくざっくばらんな人柄で知られ、地域の子どもたちや
女性を中心に体操を広め健康意識の向上に寄与した。
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あ
っ
た
。

　
昭
和
49
年
静
岡
、
昭
和
50
年
東
京
、
昭
和
51
年
長
野
県

開
催
全
国
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
連
続
出
場
を
果
た
し

た
。
岸
子
は
、
新
体
操
に
は
女
性
特
有
の
美
し
さ
、
基
礎

力
（
筋
力
、ジ
ャ
ン
プ
力
な
ど
）
が
必
要
と
の
考
え
を
も
ち
、

他
県
で
は
中
学
生
か
ら
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
選
手

も
い
る
な
か
で
、
高
校
か
ら
始
め
た
生
徒
を
育
て
る
苦
し

さ
を
多
く
の
場
面
で
語
っ
て
い
た
。
少
し
で
も
得
点
を
上
げ

る
た
め
に
は
、
ミ
ス
の
な
い
演
技
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
、
ノ
ー
ミ
ス
演
技
が
で
き
る
ま
で
、
繰
り
返
し
練
習
に

挑
み
続
け
た
。

●
「
や
ま
び
こ
国
体
」
で
三
位
入
賞

　
昭
和
53
年
、
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た
第
三
三
回
国
民
体

育
大
会
「
や
ま
び
こ
国
体
」
新
体
操
競
技
に
お
い
て
、
野

沢
南
高
校
は
指

定
校
と
な
っ
た
。

　

強
化
合
宿
の

な
か
で
生
徒
が

心
身
と
も
に
疲

労
し
体
調
を
崩

す
と
、
懇
意
の

指
圧
の
先
生
か

ら
指
導
を
仰
ぎ
、

岸
子
自
身
も
他

人
に
告
げ
る
こ

と
な
く
指
圧
の
施
術
を
受
け
て
い
た
。
満
身
創
痍
で
取
り

組
ん
だ
「
や
ま
び
こ
国
体
」
は
ノ
ー
ミ
ス
で
「
少
年
女
子
の

部
」
で
見
事
三
位
入
賞
を
果
た
し
、
そ
の
後
も
数
年
に
わ

た
り
県
大
会
優
勝
を
続
け
た
。

　
教
員
と
し
て
仕
事
、
部
活
動
の
指
導
、
二
人
の
娘
の
子

育
て
、
娘
た
ち
の
授
業
参
観
や
家
庭
訪
問
な
ど
、
日
々
多

忙
な
状
況
を
支
え
続
け
た
の
は
一
番
の
理
解
者
で
あ
る
義
母

と
夫
で
あ
り
、
か
け
が
え
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

●
第
二
の
人
生

　
昭
和
56
年
３
月
、
54
歳
ま
で
三
六
年
間
勤
め
た
教
職
を

野
沢
南
高
校
を
最
後
に
辞
し
た
。
岸
子
は
、「
ま
だ
や
っ
て

い
る
の
？
」
と
言
わ
れ
る
の
と
「
も
う
辞
め
た
の
？
」
と
言

わ
れ
る
の
で
は
人
生
の
価
値
観
が
違
う
と
語
り
、
教
職
を

離
れ
て
す
ぐ
、
ジ
ャ
ズ
体
操
講
師
と
し
、
第
二
の
人
生
を
歩

み
始
め
た
。
ジ
ャ
ズ
体
操
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
背
中
を

中
心
に
筋
肉
を
ど
の
よ
う
に
、
何
の
た
め
に
動
か
す
の
か

を
心
が
け
全
身
を
動
か
す
「
健
康
体
操
」
で
、同
年
秋
に
は
、

佐
久
市
武
道
館
で「
原
田
岸
子
ジ
ャ
ズ
体
操
教
室
」を
始
め
、

夫
も
早
期
退
職
を
し
岸
子
を
支
え
た
。

　
一
時
間
半
の
レ
ッ
ス
ン
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
簡
単
な

ス
テ
ッ
プ
の
ほ
か
、「
健
康
体
操
」
の
特
徴
的
な
運
動
の
な

か
に
指
圧
を
取
り
入
れ
、
各
部
位
の
ツ
ボ
を
刺
激
す
る
動

き
を
組
み
入
れ
て
楽
し
く
体
を
動
か
す
も
の
で
、
多
く
の

体
験
者
か
ら
大
好
評
を
得
た
。
武
道
館
い
っ
ぱ
い
に
受
講

者
が
参
加
し
、
全
員
が
熱
心
に
体
を
動
か
す
そ
の
情
景
は
、

岸
子
の
情
熱
と
地
域
の
女
性
が
求
め
て
い
た
活
動
欲
求
・

健
康
志
向
に
満
た
さ
れ
て
い
た
。
各
地
区
で
の
体
操
教
室

の
実
施
依
頼
を
受
け
、
一
四
団
体
の
講
師
を
務
め
、
全
国

体
操
指
導
者
連
盟
の
役
員
も
務
め
た
。
ま
た
、
岸
子
を
慕
っ

て
い
た
新
体
操
部

員
や
卒
業
生
な
ど

が
講
師
を
務
め
、

地
域
で
の
健
康
体

操
普
及
に
尽
力
し

た
。

　

心
身
と
も
に

強き
ょ
う
じ
ん靱
で
あ
っ
た

が
、
病
に
は
勝

て
ず
、
二
〇
一
四

（
平
成
26
）
年
87
歳
で
逝
去
し
た
。
戦
時
下
の
空
襲
を
体
験

し
て
培
っ
た
「
絶
対
に
負
け
な
い
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、

体
操
に
人
生
を
か
け
た
人
物
で
あ
る
。

（
長
田
芳
子
）

参
考
文
献

は
し
い
ろ
ま
ん
ぢ
う『
永
世
人
文
録「
原
田
岸
子
」戦
火
の
果
て
に
』

芙
貴
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
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●
編
集
者
か
ら
文
筆
活
動
の
道
へ　

　
一
九
三
一
（
昭
和
６
）
年
９
月
20
日
、
臼
田
町
（
現
佐
久

市
臼
田
）
に
生
ま
れ
る
。
生
家
は
三
〇
〇
年
以
上
続
く
造
酒

屋
で
、
一
〇
人
姉
兄
の
末
っ
子
だ
っ
た
。
長
姉
は
農
村
女
性

の
解
放
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
丸
岡
秀
子
、
三
木
内
閣
の
官

房
長
官
な
ど
を
歴
任
し
た
一
太
郎
は
長
兄
で
、
と
も
に
『
佐

久
の
先
人
』
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
共
同
通
信

社
論
説
委
員
長
の
武
三
郎
、
医
学
者
源
四
郎
を
兄
に
持
つ
。

ユ
ー
モ
ア
に
と
み
、「
頓と

ん
ち智
小
僧
」
の
愛
称
を
も
っ
て
い
た

と
い
わ
れ
る
（
井
出
民
生
「
井
出
孫
六
を
知
る
！
」『
公
民

館
報
さ
く
し
』
№
２
２
３
、
令
和
５
年
10
月
）。

　
野
沢
中
学
校
（
現
野
沢
北
高
校
）、府
立
九
段
中
学
校
（
現

都
立
九
段
高
校
）
を
経
て
、
昭
和
30
年
東
京
大
学
文
学
部

仏
文
科
を
卒
業
。
中
学
・
高
校
教
諭
を
経
て
、
昭
和
33
年

中
央
公
論
社
に
入
社
す
る
。
昭
和
36
年
２
月
、
雑
誌
『
中

央
公
論
』
の
一
九
六
〇
年
12
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
深
沢
七
郎

「
風
流
夢む

た
ん譚
」
の
天
皇
表
現
を
め
ぐ
り
、
一
人
の
右
翼
少
年

が
中
央
公
論
社
の
社
長
宅
に
侵
入
し
、
社
長
夫
人
に
重
傷

を
負
わ
せ
、
家
政
婦
を
死
亡
さ
せ
る
と
い
う
事
件
が
起
き

た
。
井
出
は
そ
の
渦
中
に
い
て
、
何
と
か
言
論
表
現
の
自

由
を
守
ろ
う
と
仲
間
と
と
も
に
努
力
を
重
ね
る
が
、
物
書

き
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
（
昭
和
41
年
、「
非
英

雄
伝
」
で
第
五
五
回
直
木
賞
候
補
）、
昭
和
44
年
に
退
社
し
、

文
筆
活
動
に
入
る
。
主
に
小
説
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
を

執
筆
す
る
。

　
昭
和
48
年
に
『
秩
父
困
民
党
群
像
』（
新
人
物
往
来
社
）

で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
、
昭
和
50
年
画
家
川
上
冬と

う
が
い崖
の
最
期

を
描
い
た
『
ア
ト
ラ
ス
伝
説
』（
冬
樹
社
）
で
第
七
二
回
直

木
賞
を
受
賞
。
昭
和
61
年
『
終
わ
り
な
き
旅
―
―
「
中
国

残
留
孤
児
」
の
歴
史
と
現
在
』（
岩
波
書
店
）
で
第
一
三
回

大お
さ
ら
ぎ佛
次
郎
賞
を
受
賞
す
る
。

●
一
九
四
五
年
８
月
15
日
が
原
点

　
井
出
の
執
筆
の
原
点
は
一
九
四
五
（
昭
和
20
）
年
８
月

15
日
に
あ
っ
た
。
京
都
大
学
医
学
部
に
在
籍
し
、
若
狭
湾

の
海
軍
工こ

う
し
ょ
う
廠
に
い
た
五
兄
の
敬
吾
が
７
月
末
に
突
然
帰
省

し
、「『
俺
の
見
る
と
こ
ろ
、
８
月
15
日
が
や
ば
い
。
わ
が
国

は
滅
亡
す
る
』
と
言
い
な
が
ら
一
枚
の
英
文
ペ
ー
パ
ー
を
出

し
」、「
原
子
爆
弾
が
ま
も
な
く
日
本
に
持
ち
こ
ま
れ
る
こ

と
を
明
快
に
図
解
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
。
兄
の
言
葉
ど

お
り
原
爆
が
落
と
さ
れ
、
15
日
の
終
戦
を
迎
え
る
（「
僕
等

の
八
月
一
五
日
」
第
四
回
藤
原
正
彦
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
８
「
特
別
作
品
」）。

　
野
沢
中
学
２
年
生
だ
っ
た
井
出
に
そ
の
日
の
記
憶
は
鮮

明
に
刻
ま
れ
て
い
た
。「
空
に
は
雲
一
点
も
な
い
晴
れ
た
夏

の
盛
り
だ
っ
た
。
…
…
あ
の
一
日
の
午
前
中
は
、
ど
う
し
て

も
昭
和
20
年
８
月
15
日
と
呼
ば
な
け
れ
ば
お
さ
ま
り
が
つ

か
ず
、
あ
の
一
日
の
午
後
は
ど
う
し
て
も
一
九
四
五
年
８
月

15
日
と
し
か
呼
び
よ
う
の
な
い
も
の
と
し
て
、
わ
た
し
の
な

か
に
定
着
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
（「
昭
和
ヒ
ト
ケ
タ

の
遺
恨
」『
世
界
』、
一
九
七
五
年
12
月
）。

●
「
戦
争
の
記
憶
を
消
し
て
は
い
け
な
い
」

　
第
二
次
世
界
大
戦
下
、
長
野
県
か
ら
は
三
万
三
〇
〇
〇

人
を
超
え
る
人
々
が
「
満
蒙
開
拓
団
」「
満
蒙
開
拓
青
少
年

義
勇
軍
」
と
し
て
大
陸
に
送
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
長
野
県

は
全
国
一
の
送
出
県
で
あ
っ
た
。
井
出
は
、
生
涯
こ
の
テ
ー

マ
を
追
い
続
け
、
戦
後
帰
還
し
た
「
中
国
残
留
孤
児
」
を

時代を、人間を
描き続けた作家

井
い で

出　孫
まごろく

六
（1931 〜 2020）

　「戦争を二度と起こしてはいけない」という強い信
念を生涯持ち続け、恵まれない状況のなかで必死
に生きる有名無名の人々を取材して、その生きざま
を描き続けた。作家として小説やルポルタージュな
ど 50 を超える作品を残している。
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全
国
に
訪
ね
、
平
成
元
年
に
『
終
わ
り
な
き
旅
―
「
中
国

残
留
孤
児
」の
歴
史
と
現
在
』を
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
し
た
。

　
ま
た
、
二
〇
〇
三
（
平
成
25
）
年
に
は
、
阿
智
村
に
開
館

し
た
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
名
誉
顧
問
に
就
任
、
平
成
27

年
に
は
「
中
国
残
留
孤
児
」
が
国
に
対
し
て
起
こ
し
た
国
家

賠
償
請
求
訴
訟
で
、
原
告
側
証
人
と
し
て
陳
述
を
行
っ
た
。

　
「
戦
争
の
記
憶
を
消
し
て
は
い
け
な
い
」
は
井
出
が
折
に

触
れ
口
に
し
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
続
け
て
「
国
家
は

何
を
し
た
の
か
、い
ま
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」「
そ

の
と
き
民
衆
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
い
ま
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
」
と
問
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
井
出
の
仕
事
は
、
戦
争
を
厳
し
く
問
い
続

け
る
な
か
で
生
き
抜
い
た
、
ま
た
死
ん
で
い
っ
た
有
名
無
名

の
人
た
ち
の
記
録
を
掘
り
起
こ
し
、
民
衆
と
と
も
に
歩
む

人
た
ち
、
恵
ま
れ
な
い
な
か
で
必
死
に
生
き
よ
う
と
す
る

人
た
ち
を
描
い
て
い
く
。

　
そ
の
一
人
が
信
濃
毎
日
新
聞
の
主
筆
と
し
て
昭
和
８
年
８

月
に
「
関
東
防
空
大
演
習
を
嗤わ

ら

う
」
を
書
き
、
軍
部
の
怒

り
を
買
い
、
命
尽
き
る
ま
で
、
個
人
雑
誌
『
他
山
の
石
』
に

お
い
て
日
本
の
戦
争
政
策
を
批
判
し
続
け
た
桐き

り
ゅ
う生
悠ゆ
う
ゆ
う々
で
、

井
出
は
岩
波
新
書
『
抵
抗
の
新
聞
人 

桐
生
悠
々
』
で
そ
の

生
涯
を
描
い
て
い
る
。

　
民
主
主
義
へ
の
熱
い
思
い
は
、
生
家
の
茶
の
間
に
か
け
ら

れ
て
い
る
畳
一
畳
ほ
ど
も
あ
る
中
江
兆
民
の
書
に
よ
る
扁
額

「
民
為
重
」
の
由
来
を
語
っ
て
い
る
と
き
に
よ
く
表
れ
て
い

た
。「
民
は
重
き
を
な
す
」
あ
る
い
は
「
民
を
も
っ
て
重
し

と
な
す
」
と
読
め
る
「
兆
民
の
筆
蹟
を
幼
児
の
こ
ろ
か
ら
眺

め
親
し
ん
で
き
た
の
だ
と
気
づ
い
た
時
、
私
は
狼ろ

う
ば
い狽
に
似

た
愕お

ど
ろき
に
と
ら
わ
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
（『
中
江
兆
民
全

集
第
八
巻
月
報
』
一
九
八
四
年
２
月
）。
そ
し
て
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
流
れ
を
受
け
、
小
日
本
主
義
を
唱
え
た
石
橋

湛た
ん
ざ
ん山
に
つ
い
て
も
克
明
に
足
で
調
べ
、
そ
の
足
跡
を
書
き
上

げ
て
い
る
（『
石
橋
湛
山
と
小
国
主
義
』
岩
波
書
店
）。

●
故
郷
信
州
へ
の
想
い

　
一
九
七
七
（
昭
和
52
）
年
、「
も
う
二
度
と
わ
た
し
は
校

歌
を
つ
く
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
心
に
決
め
て
」
野
沢

南
高
校
の
新
校
歌
を
作
詞
（『
野
沢
南
高
等
学
校
百
年
史
』）、

一
九
九
五
（
平
成
７
）
年
に
は
信
州
の
歴
史
・
風
土
・
人
を

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
考
察
す
る
「
信
州
学
（
シ
ナ

ノ
ロ
ジ
ー
）」
の
試
み
を
『
信
州
奇
人
考
』（
平
凡
社
）
と
し

て
刊
行
し
た
。
信
濃
毎
日
新
聞
の
コ
ラ
ム
「
今
日
の
視
角
」

に
も
一
五
〇
回
以
上
寄
稿
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
の
文
化
運
動
か
ら
始
ま
り
、
岩
波
書
店
、

信
濃
毎
日
新
聞
、
須
坂
市
な
ど
が
協
力
し
て
平
成
11
年
に

始
ま
り
、
現
在
も
続
く
信
州
岩
波
講
座
で
は
、
創
設
時
か

ら
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
企
画
監
修
者
を
務
め
た
。
さ
ら

に
、平
成
22
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
佐
久
の
先
人
』
刊
行
で
は
、

第
三
次
ま
で
監
修
者
を
務
め
た
。

●
「
耕
心
」

　
戦
争
を
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
信
念
は

最
期
ま
で
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
色
紙
を
頼
ま
れ
た

と
き
、
井
出
が
好
ん
で
認
め
て
い
た
の
が
「
耕
心
」
と
い

う
言
葉
で
あ
っ
た
。「
耕
心
」
は
、
自
ら
を
律
し
、
真
を
追

求
す
る
た
め
に
、
絶
え

ず
心
を
耕
し
続
け
た

い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
た
井
出
の
造
語
で

あ
る
。

（
山
口
昭
男
）

参
考
文
献

井
出
孫
六
『
中
国
残
留
邦
人
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
八
年

山
口
昭
男
編
『
耕
心 

井
出
孫
六
の
希
い
』
私
家
版
、
二
〇
二
二
年
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●
感
性
豊
か
に
遊
び
、
学
ぶ　

　
山
川
啓
介
（
本
名
井
出
隆
夫
）
は
、
一
九
四
四
（
昭
和

19
）
年
10
月
26
日
、
春
日
国
民
学
校
（
現
望
月
小
学
校
）

訓く
ん
ど
う導
で
歌
人
で
あ
っ
た
父
悦
夫
、
母
京
子
の
二
人
兄
弟
の
長

男
と
し
て
南
相
木
村
の
母
の
実
家
で
誕
生
し
、
幼
少
期
は

自
然
豊
か
な
北
牧
村
松
原
（
現
南
佐
久
郡
小
海
町
）
で
過

ご
し
た
。

　
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
長
野
小
学
校
に
入
学
し
、
父

の
転
勤
に
よ
り
４
年
時
に
中
込
小
学
校
に
転
校
し
た
。
幼

児
期
か
ら
読
書
家
で
探
究
心
が
旺お

う
せ
い盛
で
あ
っ
た
。
中
込
中

学
校
で
は
、
第
五
代
学
友
会
長
（
生
徒
会
長
）
を
務
め
、
学

友
か
ら
の
信
望
が
厚
か
っ
た
。

●
夢
を
も
ち
、
活
動
を
始
め
る

　
上
田
高
校
時
代
、
テ
レ
ビ
番
組
「
夢
で
あ
い
ま
し
ょ
う
」

に
爽
や
か
な
突
風
を
受
け
た
よ
う
な
感
動
を
覚
え
、「
音
楽

番
組
を
作
り
た
い
」「『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
の
よ
う
な
作

詞
家
に
な
り
た
い
」
と
思
う
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
の
深
夜
放

送
を
聴
い
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
脚
本
家
に
な
る
夢
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
た
。

　
早
稲
田
大
学
入
学
直
後
か
ら
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
研
究

会
の
台
本
や
作
詞
、
友
人
の
バ
ン
ド
の
作
詞
に
関
わ
る
な

か
で
、
東
芝
レ
コ
ー
ド
会
社
に
も
出
入
り
し
、
友
人
の
名
前

を
組
み
合
わ
せ
て
決
め
た
と
い
う
山
川
啓
介
名
で
英
語
詞

の
下
訳
を
し
た
。「
訳
詞
は
、
原
作
者
の
哲
学
を
自
分
の
言

葉
で
表
現
す
る
も
の
」
と
の
持
論
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
作

詞
家
の
岩
谷
時
子
か
ら
「
こ
の
人
セ
ン
ス
が
あ
る
」
と
褒
め

ら
れ
て
、
自
信
が
も
て
た
と
い
う
。

●
作
曲
家
い
ず
み
た
く
の
事
務
所
で
才
能
を
磨
く

　
大
学
卒
業
後
、
フ
リ
ー
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
台
本
や
詞

を
書
い
て
い
た
こ
ろ
、
山
川
が
脚
本
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

い
ず
み
た
く
が
高
く
評
価
し
、
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
作
り
で
多
忙

な
山
上
路み

ち
お夫
と
仕
事
を
し
た
と
き
も
山
上
か
ら
褒
め
ら
れ
、

い
ず
み
た
く
の
事
務
所
の
一
員
に
な
っ
た
。三
船
敏
郎
の「
男

は
黙
っ
て
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
」
を
山
川
が
制
作
し
た
と
き
、

「
こ
れ
い
い
ね
え
。
レ
コ
ー
ド
に
し
よ
う
よ
」
と
い
ず
み
に

認
め
ら
れ
、「
男
が
旅
に
出
る
時
は
」
の
曲
名
で
、
作
詞
家

と
し
て
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

　
そ
の
後
も
い
ず
み
の
推
薦
で
、
三
〇
年
近
く
テ
レ
ビ
番
組

「
題
名
の
な
い
音
楽
会
」
の
構
成
を
手
が
け
て
い
た
作
詞
家・

演
出
家
の
藤
田
敏
雄
の
助
手
に
な
っ
て
、
必
要
と
す
る
す
べ

て
の
資
料
探
し
や
訳
詞
を
す
る
な
ど
た
く
さ
ん
の
仕
事
を

や
り
遂
げ
た
。
学
び
も
大
変
多
く
、
山
川
に
と
っ
て
藤
田
は

師
と
仰
ぐ
存
在
で
あ
っ
た
。

　
い
ず
み
た
く
、
山
上
路
夫
、
藤
田
敏
雄
な
ど
、
尊
敬
や

憧
れ
を
抱
い
た
人
々
と
の
お
互
い
の
貴
重
な
経
験
を
と
お

し
て
、山
川
は
才
能
を
磨
く
と
と
も
に
、才
能
の
「
引
出
し
」

を
た
く
さ
ん
持
ち
、
昭
和
45
年
、
26
歳
で
独
立
し
た
。

●
独
立
し
、
多
彩
に
活
躍

　
い
ず
み
た
く
の
事
務
所
に
出
入
り
し
始
め
た
こ
ろ
入
社

し
て
き
た
満み

ち
ると
、
昭
和
46
年
に
結
婚
。「
清
々
し
い
気
持
ち

に
さ
せ
て
く
れ

る
」
と
満
が
山

川
の
詞
に
目
を

と
め
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ

た
。
昭
和
58
年
２
月
か
ら
は
、
家
族
と
と
も
に
軽
井
沢
に

居
住
し
、
そ
こ
を
拠
点
に
仕
事
を
し
て
い
た
。

　
日
本
一
の
訳
詞
家
に
な
る
こ
と
も
目
指
し
つ
つ
「
プ
ロ
に

な
る
に
は
、
個
性
と
技
術
の
両
方
が
必
要
だ
」
と
の
信
念

を
も
っ
て
舞
台
の
企
画
・
構
成
・
台
本
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

脚
本
・
作
詞
な
ど
誠
実
な
姿
勢
で
仕
事
を
し
た
。

　
「
舞
台
構
成
は
自
分
の
本
業
だ
」
と
い
う
自
負
の
も
と
、

独
立
直
後
か
ら
二
五
年
間
、「
由
紀
さ
お
り
＆
安
田
祥
子
の

多彩に活躍した
作詞家・脚本家・舞台構成作家

山
やまかわ

川　啓
けいすけ

介
（1944 〜 2017）

　学生時代から活動を始め、作詞や脚本、舞台構成
など多彩に活躍。ＮＨＫテレビ『おかあさんといっしょ』
では「北風小僧の寒太郎」を始め、膨大な数の詞を
書き、着ぐるみ人形劇 の脚本や作詞を担当した。佐
久市民の歌や校歌・園歌など地元にも歌詞を残した。
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（本名：井出　隆夫）
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童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
企
画
・
構
成
な
ど
を
担
当
し
た
。
他

に
も
森
山
良
子
を
始
め
、
多
く
の
舞
台
の
構
成
を
手
が
け

た
。

　
大
好
き
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
は
、「
ガ
ン
バ
の
大
冒
険
」「
ふ

た
り
の
ロ
ッ
テ
」「
に
ん
じ
ん
」
な
ど
物
語
の
世
界
観
の
表

現
が
深
く
、
人
物
の
心
情
表
現
が
鮮
や
か
な
作
品
を
多
く

残
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
３
月
か
ら
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ
、
人
間
と
人
形
の
掛
け
合
い
に
よ
る
ト
ー
ク
と
歌
で

構
成
さ
れ
た
子
ど
も
向
け
教
養
番
組「
フ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
ロ
ー
」

の
脚
本
と
作
詞
を
担
当
し
た
。

●
膨
大
な
数
の
楽
曲
を
手
が
け
る

　
「
太
陽
が
く
れ
た
季
節
」「
ふ
れ
あ
い
」「
時
間
よ
止
ま
れ
」

「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」「
聖マ

ド
ン
ナ母
た
ち
の
ラ
ラ
バ
イ
」「
宇
宙
刑

事
ギ
ャ
バ
ン
」「
百
万
本
の
バ
ラ
」
を
始
め
と
す
る
歌
謡
曲・

ポ
ッ
プ
ス
や
子
ど
も
向
け
の
歌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
作
詞
や
訳
詞
を
手
が
け
た
。

　
昭
和
42
年
か
ら
五
〇
年
間
、
本
名
の
井
出
隆
夫
名
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
の
脚
本
や
作
詞

を
担
当
。
本
名
を
使
っ
た
背
景
に
、「
幼
児
の
気
持
ち
に
な

り
、
表
現
や
言
葉
な
ど
の
発
達
の
助
け
に
な
る
楽
し
い
番

組
を
つ
く
る
」
と
い
う
山
川
の
心
情
が
う
か
が
え
る
。
原
案

か
ら
関
わ
っ
た
着
ぐ
る
み
人
形
劇
の
「
に
こ
に
こ
、
ぷ
ん
」

と
「
ド
レ
ミ
フ
ァ
・
ど
～
な
っ
つ
！
」
で
は
、
一
八
年
間
で

三
五
〇
〇
話
を
超
え
る
友
情
と
勇
気
あ
ふ
れ
る
脚
本
と
詞

を
書
き
、
詞
も
人
形
も
愛
さ
れ
た
。
数
多
い
ヒ
ッ
ト
曲
の
中

で
も
、
福
田
和わ

か

こ
禾
子
と
の
名
コ
ン
ビ
で
作
り
、「
み
ん
な
の

う
た
」
で
紹
介
さ
れ
た
「
北
風
小
僧
の
寒
太
郎
」
は
山
川
の

代
表
作
。
幼
少
期
に
遊

ん
だ
松
原
で
、
電
信
柱

に
耳
を
当
て
て
風
の
音

を
聴
い
た
体
験
か
ら
生

ま
れ
た
と
い
う
。
平
成

24
年
10
月
、「
北
風
小
僧

の
寒
太
郎
」
の
歌
碑
が
、

小
海
町
に
よ
り
松
原
湖

畔
に
建
立
さ
れ
た
。

●
市
民
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
作
詞

　
佐
久
市
は
昭
和
56
年
、「
市
政
施
行
二
〇
周
年
記
念
事
業
」

の
一
環
で
「
市
民
の
歌
」
を
作
る
こ
と
に
し
、
曲
を
神
津
善

行
に
、
詞
を
山
川
啓
介
に
依
頼
し
た
。
山
川
は
、
市
民
が

故
郷
に
誇
り
を
持
っ
て
歌
い
続
け
る
よ
う
に
と
、
美
し
い

山
々
や
千
曲
の
流
れ
、
歴
史
等
を
歌
詞
に
織
り
込
ん
だ
。

　
ま
た
、
佐
久
市
内
の
小
学
校
の
校
歌
や
保
育
園
歌
の
作

詞
も
手
が
け
た
。
東
小
学
校
（
平
成
３
年
３
月
）、
望
月
小

学
校
（
平
成
21
年
２
月
）、
佐
久
平
浅
間
小
学
校
（
平
成
27

年
２
月
）
の
校
歌
は
、
先
に
で
き
た
立
科
小
学
校
校
歌
（
昭

和
54
年
）
が
評
判
を
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
開
校
時
に
依
頼
さ

れ
た
。
小
雀
保
育
園
園
歌
（
昭
和
58
年
10
月
）
は
、
二
男

の
在
園
時
代
に
作
詞
し
た
。

●
幼
少
期
か
ら
「
風
」
が
好
き

　
『
月
刊
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
』
平
成
18
年
11
月
号
「
風
を

見
た
こ
と
あ
る
？
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
風
」
を
と
ら

え
た
写
真
に
詞
を
添
え
、「
風
を
見
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と

を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
こ
と
の
ひ
と

つ
。
こ
こ
ろ
が
柔

ら
か
な
う
ち
に
た

く
さ
ん
風
を
見
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
に
「
信
濃
毎
日

新
聞
」
で
一
二
回
に
渡
り
連
載
し
た
「
思
索
の
ノ
ー
ト
『
め

ぐ
り
会
っ
た
歌
た
ち
』」
の
最
終
回
（
３
月
11
日
）
に
、「
風

は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
命
あ
る
も
の
の
よ
う
に
頬
を
撫
で

て
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
。
風
を
感
じ
た
時
、
自
分
の
小
さ
さ

を
感
じ
、
時
に
は
さ
さ
や
か
な
幸
福
感
も
感
じ
る
」
と
書

い
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
山
川
の
詞
の
中
核
に
、
幼
少

期
に
受
け
た
「
風
」
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
連
載
執
筆
終
了
直
後
か
ら
闘
病
生
活
に
な
り
、
平
成
29

年
７
月
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
の
活
躍
を
残
し
て
、
旅
立
っ

た
。
享
年
72
。

（
中
島
瑞
枝
）

参
考
文
献

Ｃ
Ｄ
ア
ル
バ
ム
「
リ
リ
シ
ス
ト
～
山
川
啓
介
ソ
ン
グ
ブ
ッ
ク
」
付

属
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

写
真
提
供
：
井
出
満
氏
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●
難
病
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
発
症　

　
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
、
国
民
が
活
気
づ
い
た
一
九
六
四

（
昭
和
39
）
年
12
月
、
竜
一
は
佐
久
市
塚
原
で
土
屋
家
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
三
二
〇
〇ｇ
の
元
気
な
赤
ん
坊
だ
っ

た
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
好
き
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
活
発
な

少
年
に
成
長
し
て
い
っ
た
が
、小
４
の
こ
ろ
か
ら
よ
く
転
ぶ
、

逆
上
が
り
が
で
き
な
い
な
ど
、
運
動
機
能
に
異
変
が
現
れ

た
。

　
昭
和
50
年
、
信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
を
受
診
す
る

と
、
病
名
と
と
も
に
20
歳
ま
で
の
命
を
宣
告
さ
れ
た
。
末

期
に
は
呼
吸
筋
や
心
筋
ま
で
も
が
冒お

か

さ
れ
死
に
至
る
、
難

病
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
母
は
、
き
い
た

直
後
、
病
院
の
廊
下
で
待
つ
竜
一
に
そ
の
す
べ
て
を
告
げ
た

と
い
う
。

　
昭
和
52
年
、
浅
間
中
学
校
に
入
学
。
片
道
二
㎞
を
徒
歩

で
通
っ
た
が
、
転
ぶ
と
す
ぐ
に
立
て
な
い
な
ど
症
状
は
進
行

し
て
い
っ
た
。
修
学
旅
行
も
止
め
ら
れ
、
地
元
高
校
へ
の
進

学
を
熱
望
し
た
が
そ
れ
も
か
な
わ
な
か
っ
た
。「
絶
対
に
病

気
に
負
け
な
い
。
病
気
で
な
い
僕
は
存
在
し
な
い
。
病
気

を
理
由
に
人
生
を
棒
に
振
る
な
ら
、
命
を
く
れ
た
両
親
に

申
し
わ
け
が
た
た
な
い
」（『
出
会
い
は
た
か
ら
も
の
』）。
こ

の
思
い
は
竜
一
の
心し

ん
お
う奥
に
存
在
し
続
け
た
。
卒
業
式
は
車
い

す
で
出
席
し
た
。

●
表
現
者
、
音
楽
家
と
し
て
の
才
能
を
発
揮

　
昭
和
55
年
４
月
、
車
い
す
の
竜
一
は
長
野
西
高
等
学
校
通

信
制
に
入
学
、
４
年
生
の
と
き
に
、
第
三
一
回
全
国
定
時
制

通
信
制
生
徒
生
活
体
験
発
表
大
会
で
「
通
信
制
で
学
ん
だ

こ
と
」
を
発
表
し
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
入
学
当
初

は
普
通
高
校
に
進
学
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
や
通
信
制
の

学
習
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
竜
一
が
「
勉
強
と
い
う

の
は
、
与
え
ら
れ
て
や
る
も
の
で
は
な
く
、
求
め
て
や
る
も

の
で
あ
る
。
通
信
制
で
の
四
年
間
は
僕
の
人
生
に
と
っ
て
、

第
二
の
誕
生
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
の
価
値
の
あ
る
も
の

だ
」
と
記
し
た
。

　
音
楽
活
動
の
き
っ
か
け
は
16
歳
、「
筋
ジ
ス
の
青
年
」
の

詞
に
竜
一
が
曲
を
つ
け
た
「
空
が
待
っ
て
い
る
」
が
佐
久
で

行
わ
れ
た
わ
た
ぼ
う
し
音
楽
祭
に
入
選
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
は
楽
譜
も
和
音
も
作
れ
な
か
っ
た
竜
一
が
、
驚
く

べ
き
速
さ
で
楽
曲
を
生
み
出
し
た
。

　

20
歳
で
音
楽
室
を

借
り
て
初
の
ソ
ロ
・

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
、
翌
年
に
は
二
〇

人
の
仲
間
た
ち
と
、

佐
久
創
造
館
で
観

客
五
〇
〇
人
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。

そ
の
後
も
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、コ
ン
サ
ー

ト
や
歌
の
あ
る
講
演
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
、
い
つ
し
か

車
い
す
の
ソ
ン
グ
バ
ー
ド
と
呼
ば
れ
た
。
竜
一
は
、「
コ
ン

サ
ー
ト
は
応
援
し
て
く
れ
る
人
々
や
、
仲
間
と
の
出
会
い
の

場
だ
」と
語
っ
た
。そ
の
思
い
は
、昭
和
60
年
発
表
の
楽
曲「
出

会
い
は
た
か
ら
も
の
」
に
表
れ
て
い
る
（
後
に
同
名
の
エ
ッ

セ
イ
本
も
出
版
）。

　

八
千
穂
保
育
園
か

ら
の
依
頼
で
作
曲
し

た
「
の
び
の
び
保
育

園
」
が
デ
ビ
ュ
ー
作
で

あ
る
。
そ
の
後
二
〇

年
に
わ
た
り
、
数
百

の
楽
曲
を
制
作
し
、

地
元
の
学
校
や
保
育

園
に
も
作
品
を
提
供

難病と闘い続けた
シンガーソングライター

土
つ ち や

屋　竜
りゅういち

一
（1964 〜 2020）

　デュシェンヌ型筋ジストロフィーと闘いながら、
シンガーソングライターとして活躍。車いすのソン
グバードと呼ばれた。人工呼吸器を装着してから
も作曲家として、またエッセイストとしてなど多方
面で活動を続けた。　

佐久の先人たち○ 68
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し
続
け
た
。

　
一
九
九
一
（
平
成
３
）
年
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
で

あ
る
広ひ

ろ
さ
わ沢
里り

え

こ
枝
子
が
作
詞
し
、
竜
一
が
曲
を
つ
け
た
「
街
に

で
よ
う
、
キ
ュ
リ
ー
」
は
、
第
16
回
全
国
わ
た
ぼ
う
し
音
楽

祭
大
賞
を
受
賞
し
た
。

●
気
管
切
開
の
選
択
と
新
た
な
出
会
い

　
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
目
指
し
て
い
た
平
成
６
年
、
竜

一
は
呼
吸
不
全
に
よ
り
医
師
か
ら
気
管
切
開
を
促
さ
れ
た
。

そ
れ
は
声
を
失
う
こ
と
を
意
味
し
、
彼
に
と
っ
て
大
き
な
挫

折
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
希
望
は
途
絶
え
な
か
っ
た
。
か
つ
て
の
担
当
医

師
が
、
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
も
肉
声
で
発
声
で
き
る

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
バ
ル
ブ
の
存
在
を
伝
え
て
く
れ
た
の
だ
。
平

成
10
年
、
強
い
呼
吸
困
難
に
襲
わ
れ
気
管
を
切
開
し
、
24

時
間
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て
の
生
活
と
な
っ
た
が
、
こ
の
器

具
に
よ
り
話
す
術
を
得
た
。
そ
の
後
竜
一
は
、
同
じ
病
気
で

苦
し
む
人
の
た
め
に
と
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
バ
ル
ブ
の
成
果
を

発
表
、
英
語
版
も
作
成
し
、
そ
の
内
容
は
浅
間
総
合
病
院

で
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
竜
一
は
、
常
に
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
た
。
そ
の
一

つ
、
弟
に
促
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を
学
ん
で
い
た
と

き
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映
画
を
探
し
て

い
る
」
と
い
う
投
稿
を
目
に
し
た
。
そ
れ
は
生
涯
の
伴
侶
と

な
る
人
、
金
子
美
和
の
も
の
だ
っ
た
。
美
和
は
札
幌
、
竜
一

は
佐
久
、
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
で
交
際
を
続
け
、
二
年
後
の

平
成
12
年
結
婚
し
、
そ
の
後
長
女
と
長
男
を
授
か
っ
て
い

る
（『
神
様
か
ら
の
贈
り
物
』
二
〇
〇
二
年
）。

●
会
社
員
、
表
現
者
、
父
親
と
し
て
生
き
る

　

平
成
16
年
、
二
児
の

父
と
な
っ
た
竜
一
は
、

「
山
の
よ
う
に
大
き
な

父
親
に
な
り
た
い
」
と
、

平
成
18
年
株
式
会
社

沖
ワ
ー
ク
ウ
ェ
ル
の
在

宅
社
員
と
し
て
就
職
を

果
た
し
た
。
重
度
障
が

い
の
あ
る
同
僚
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
仕
事
ぶ
り
は
衝
撃
で
あ
り
、
給
与
や
社

会
保
険
な
ど
、
会
社
員
と
し
て
社
会
の
一
員
だ
と
い
う
実

感
は
、
芸
術
の
世
界
で
生
き
て
き
た
竜
一
の
新
た
な
喜
び
と

な
っ
た
。「
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
」を
信
条
と
し
た
竜
一
は
、

後
に
「
可
能
性
を
引
き
出
す
に
は
、
そ
れ
な
り
の
冒
険
と

努
力
が
必
要
だ
」
と
記
し
て
い
る
（
社
会
福
祉
法
人
日
本

肢
体
不
自
由
児
協
会
『
は
げ
み
』
№
三
九
一
、
令
和
二
年
四

月
）。

　
「
障
害
が
あ
っ
て
も
働
け
る
こ
の
会
社
を
社
会
に
知
ら
せ

た
い
」
と
右
の
小
指
一
本
し
か
動
か
な
い
状
態
で
障
が
い
の

あ
る
社
員
を
取
材
し
、
平
成
22
年
『
日
本
で
い
ち
ば
ん
働

き
や
す
い
会
社
』
を
出
版
し
た
。「
歌
い
手
が
声
を
失
っ
た

そ
の
絶
望
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
私
は
、
同
僚
の
思
い
を
書

く
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
っ
た
。

　
平
成
26
年
９
月
、
竜
一
は
佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
で
50
歳

記
念
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。
竜
一
が
わ
が
師
と
語

る
旧
知
の
作
詞
家
山
川
啓
介
の
助
け
も
あ
っ
た
。
歌
は
五

代
目
う
た
の
お
に
い
さ
ん
林
ア
キ
ラ
ら
が
歌
い
、
会
場
は

超
満
員
だ
っ
た
。
竜
一
は
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
バ
ル
ブ
を
装
着

し
ト
ー
ク
で
出
演
し
、
次
は
還
暦
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
と
夢

を
語
っ
た
。

　
常
に
新
し
い
挑
戦
を
す
る
竜
一
は
、
平
成
29
年
か
ら
は

俳
句
も
始
め
、
俳
号
を
虹に

じ
う
お魚
と
し
た
。

　
天
の
川
吾わ

れ
も
か
が
や
く
欠か
け
ら片
な
り　
土
屋
虹
魚

　
　
広
大
な
天
の
川
を
見
て
い
る
吾
も
星
の
欠
片
の
一
つ
。
誰　

　
　
で
も
輝
け
る
ん
だ
（『
梟
ふ
く
ろ
う』
第
三
一
五
号
、
平
成
29
年
８
月
）

　
平
成
30
年
に
、
自
身
の
子
ど
も
時
代
を
元
に
し
た
初
の

児
童
書『
ぼ
く
に
で
き
る
こ
と
』を
完
成
。
出
版
記
念
の「
そ

よ
風
の
朗
読
会
」
で
は
、
三
〇
〇
人
の
観
客
を
迎
え
、
満

足
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
た
と
語
っ
た
。

　
二
〇
二
〇
（
令
和
２
）
年
５
月
20
日
、
急
性
心
不
全
に

よ
り
こ
の
世
を
去
っ
た
。
享
年
55
。

（
黒
沢
梢
）

参
考
文
献

土
屋
竜
一
『
出
会
い
は
た
か
ら
も
の
』
フ
ー
コ
ー
、
一
九
九
九
年

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
「
里
枝
子
の
窓
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
八
年

～
二
〇
二
〇
年

（
写
真
提
供
：
遺
族
）
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【これまでの「佐久の先人」事業の歩み】
　平成 22 年度に始まった「佐久の先人検討事業」は、 「佐久の先人（一）」（ 第一次、第二次 ）、「佐久の先
人（二）」 （第三次）の発刊を経て、今回の第四次選定を皆様にお届けするに至りました。
　これまで多くの市民の皆様に温かい支えをいただきながら、総勢 68 名の素晴らしい郷土の系譜を編み進
めてこられましたことに 、 深く感謝申し上げます。
　先人たちが遺した功績や地域の礎は、これからも 未来の佐久を担う世代へと大切に語り継がれていきます。

佐久の先人一覧（第一次～第三次）

第一次（平成 24 年選定）

1 市
いちかわ

川　五
ご ろ べ え

郎兵衛　 1572 ～ 1665 用水掘削の祖

2 臼
う す だ

田　丹
た ん に も ん

右衛門 1776 ～ 1857 佐久鯉を改良した

3 市
いちかわ

川　代
だ い じ ろ う

治郎 1826 ～ 1896 旧中込学校を建てた棟梁

4 大
おぎゅう

給　恒
ゆずる 1839 〜 1910 五稜郭築城と博愛社（後の日本赤十字社）創設

5 神
こ う づ

津　邦
く に た ろ う

太郎 1865 ～ 1930 西洋式牧場をつくった

6 佐
さ と う

藤　寅
と ら た ろ う

太郎 1866 ～ 1943 信州教育の充実に尽した教育者

7 大
お お い

井　富
と み た

太 1868 ～ 1928 佐久鉄道をつくった

8 神
こ う づ

津　藤
とうへい

平 1871 ～ 1960 ふるさとを想い志賀高原と命名した実業家

9 比
ひ だ い

田井　天
てんらい

来 1872 ～ 1939 現代書道の基礎を築いた書家

10 桜
さくらい

井　弥
や い ち ろ う

一郎 1883 ～ 1958 早慶第一戦の勝利投手

11 川
かわむら

村　吾
ご ぞ う

蔵 1884 ～ 1950 アメリカで活躍した彫刻家

12 小
こばやし

林　多
た つ え

津衛 1896 ～ 2001 平和と民芸を語り続けた教育者

13 田
た か わ

河　水
すいほう

泡 1899 ～ 1989 のらくろ描いて半世紀

14 丸
まるおか

岡　秀
ひ で こ

子 1903 ～ 1990 農村女性の解放に生涯をささげた

15 山
やまむろ

室　静
しずか 1906 ～ 2000 アンデルセンやムーミンを日本に紹介した詩人

16 竹
たけうち

内　好
よしみ 1910 ～ 1977 日中友好に尽した文学者

17 若
わかつき

月　俊
としかず

一 1910 ～ 2006 農民とともに地域に生きた医師

18 井
い で

出　一
い ち た ろ う

太郎 1912 ～ 1996 清廉一筋の歌人政治家

第二次（平成 25 年選定）

19 小
こばやし

林　孫
ま ご さ え も ん

左衛門 1721 ～ 1756 宝暦騒動の中心的農民

20 松
まつもと

本　谷
たにきち

吉 1836 ～ 1923
日本で初めてカラマツ育苗を成功させた

21 清
し み ず

水　清
せいきち

吉 1848 ～ 1902

22 市
いちかわ

川　又
またぞう

三 1838 ～ 1909 明治政府に尺度統一を建白した

23 依
よ だ

田　稼
か ど う

堂 1851 ～ 1914 塾を開いて漢詩文を教えた先生
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24 岡
おかむら

村　政
ま さ こ

子 1858 〜 1936 明治の先端を生きた石版画家

25 瀬
せ じ も

下 清
きよし 1874 〜 1938 信州財界の救世主

26 篠
しのはら

原　和
わ い ち

市 1881 〜 1930 全生涯を小海線全通に

27 神
こ う づ

津 猛
たけし 1882 〜 1946 佐久の文化と産業を支えた

28 小
こ い け

池　森
も り た ろ う

太郎 1887 〜 1933 佐久に自動車交通網を築いた

29 小
こ い け

池　勇
ゆうすけ

助 1890 〜 1945 女子学徒の命を救った軍医

30 柳
やなぎもと

本  みつの 1894 〜 1976 3,000人を超える赤ちゃんをとりあげた助産師

31 森
もりいずみ

泉　武
たけしげ

重 1903 〜 1988 平根発電所と浅間病院の創設に貢献した

32 中
なかざわ

澤　周
しゅうぞう

三 1907 〜 1991 五郎兵衛用水中興の祖

33 相
そ う ま

馬　遷
せ ん し

子 1908 〜 1976 医師のかたわら、中央俳壇で活躍した俳人

34 田
た な か

中　文
ふ み お

雄  1910 〜 1998 緑とともに生きた生涯 王子製紙社長

35 吉
よしざわ

沢　國
く に お

雄 1915 〜 2008 インスリン自己注射への道を開いた医師

36 松
ま つ い

井　康
こうせい

成 1927 〜 2003 人間国宝に認定された陶芸家

第三次（平成 27 年選定）

37 瀬
せ じ も

下　敬
のぶただ

忠 1709 〜 1789 江戸時代中期の俳人・歴史家

38 佐
さ と う

藤　採
さ い か

花 1844 〜 1901 幕末・明治を生き抜いた女流俳人

39 小
こ ま つ

松　大
はじめ 1848 〜 1895 地域づくりと自由民権に生きた医師

40 早
はやかわ

川　権
ご ん や

弥 1861 〜 1921 佐久の自由民権運動を実践した政治家

41 岡
お か べ

部　次
じ ろ う

郎 1864 〜 1925 ハワイ日本人移民団に尽した政治家

42 伴
と も の

野　文
ぶ ん た ろ う

太郎 1869 〜 1934 小学校教員で融和教育の先駆者

43 川
かわむら

村　八
はちろう

郎 1881 〜 1961 戦後いち早く福祉事業を進めた町長

44 三
みついし

石　勝
か つ ご ろ う

五郎 1888 〜 1976 佐久の生んだ大詩人

45 神
こ う づ

津　港
こうじん

人 1889 〜 1978 佐久の洋画のパイオニア

46 阿
あ べ

部　良
りょうたろう

太郎 1894 〜 1966 警廃事件で政治にめざめた浅間町長

47 木
き う ち

内　高
た か ね

音 1896 〜 1951 宮澤賢治の才能を見出した童話作家・編集者

48 岩
い わ た

田　健
け ん じ

治 1897 〜 1961 子ども・農民・村を愛したヒューマニスト

49 清
し み ず

水　鷹
た か じ ろ う

次郎　 1899 〜 1931 大正に設立されたプロ野球団の主力選手

50 桜
さくらい

井　和
わ い ち

市 1902 〜 1986 ドイツ語学者の学習院長

51 油
ゆ い

井　一
い ち じ

二 1909 〜 1992 故郷に美術館を贈った実業家

52 依
よ だ

田　勇
い さ お

雄 1911 〜 1993 財政再建を成し遂げた初代佐久市長

53 樫
かしやま

山 信
まこと 1913 〜 1979 戦後、佐久工業界の起業パイオニア
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【佐久の先人（一）、（二）販売中】
「佐久の先人（一）」・・・（第一次、第二次掲載）500 円（税込）
「佐久の先人（二）」・・・（第三次掲載）500 円（税込）
  販売場所
佐久市役所南棟 3 階文化振興課、川村吾蔵記念館、五郎兵衛記念館、天来記念館、
望月歴史民俗資料館、中央公民館、浅間公民館、野沢公民館、中込公民館、東公民館、
臼田公民館、浅科公民館
※各施設の休館日や開館時間等は事前にご確認ください。

佐久の先人検討委員会
　

監修者
　　伊藤 純郎（委員長） 　　 

小木田 順子
　

委員
　　田澤 直人 （副委員長）

 市川 包雄
 黒沢 梢

篠原 由美子
新海 節生

大工原 千恵
福島 邦男
 柳澤 礼子

問合せ
佐久市教育委員会 社会教育部 文化振興課
☎　62-5535 　　FAX　64-6132
Mail　bunkasinko@city.saku.nagano.jp


